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論
文
要
旨

　

平
安
時
代
前
期
の
成
立
と
解
釈
さ
れ
る
『
篁
物
語
』
に
お
け
る
「
複
層
構
造
」、

即
ち
二
部
構
成
お
よ
び
「
並
び
」
の
小
話
と
「
つ
な
ぎ
」
の
小
話
と
い
う
複
層
的

構
造
に
つ
い
て
検
討
し
、『
宇
津
保
物
語
』『
源
氏
物
語
』
と
の
類
型
性
に
つ
い
て

指
摘
し
た
。『
篁
物
語
』
は
、
前
半
と
後
半
と
の
2
部
構
成
、
8
章
立
て
（
前
半

5
章
、
後
半
3
章
相
当
）、
全
23
段
落
と
い
う
構
成
を
成
す
。
前
半
と
後
半
と
は
、

主
人
公
と
主
題
と
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
物
語
で
あ
る
。

第
Ⅰ
部
（
前
半
）
の
中
に
は
、
前
後
の
場
面
（
段
）
か
ら
独
立
し
た
言
わ
ば
「
並

び
の
物
語
」
が
あ
る
（「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」）。
そ
の
並
び
の
小
話
を
除
外
し
て

も
第
Ⅰ
部
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
ほ
ぼ
成
立
す
る
。
前
半
（
第
Ⅰ
部
）
と
後
半
（
第
Ⅱ

部
）
と
は
、「
主
人
公
」
以
外
で
共
通
し
て
い
る
「
妹
の
亡
霊
譚
」
部
分
に
よ
っ

て
接
続
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
妹
亡
霊
譚
」
は
、
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
と
の
言

わ
ば
「
つ
な
ぎ
の
場
面
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、『
篁
物

語
』
は
、〝
二
部
構
成
（
複
数
部
構
成
）
で
、
並
び
の
段
、
お
よ
び
、
前
半
と
後

半
と
を
楔
型
に
つ
な
い
で
い
る
「
つ
な
ぎ
の
段
」
を
も
っ
て
い
る
複
層
構
造
〞
を

成
し
て
い
る
複
雑
な
構
成
を
成
す
最
古
の
文
芸
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
成
立
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
二
部
構
成
を
成
す
点
で
は
『
宇
津
保
物
語
』

よ
り
も
古
く
、『
源
氏
物
語
』
が
複
数
部
構
成
（
三
部
構
成
）
で
、
か
つ
併
行
す

る
帖
（
巻
）（「
紫
上
」
系
と
「
玉
鬘
」
系
と
の
併
存
他
）
を
も
ち
、
ま
た
併
行
し

て
進
む
並
び
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ
こ
と
と
も
類
似
し
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
こ
と

に
な
る
。『
宇
津
保
物
語
』
と
は
原
作
者
（
有
力
候
補
・
源
順
）
の
関
係
か
ら
、

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
と
は
『
源
氏
物
語
』
へ
の
影
響
（
夕
霧
像
の
造
形
ほ
か
）

と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
二
作
品
の
構
造
と
の
詳
細
な
比
較
が
今
後
必
要
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【  

篁
物
語
、『
源
氏
物
語
』
へ
の
影
響
、〝
並
び
の
物
語
〞、〝
つ
な

ぎ
の
物
語
〞、
2
部
構
成
】

　
1　
は
じ
め
に

　
2　
『
篁
物
語
』
の
段
落
構
成
と
物
語
の
構
造

　
3　
『
篁
物
語
』
の
各
段
落
と
章
段
構
造

　
4　
場
面
Ａ
Ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
の
着
想
の
前
後
関
係

　
5　
お
わ
り
に

　
【
参
考
資
料
】　
『
篁
物
語
』
の
章
段
構
成　
全
文
（
2 

0 

2 

2
年
版
）

206

平
安
朝
物
語
の
複
層
構
造
に
よ
る
長
編
化
へ
の
胎
動

│
│
最
古
の
〝
二
部
構
成
・
並
び
の
章
・
つ
な
ぎ
の
章
〞
構
成
の
『
篁
物
語
』
│
│安　

部　
清　
哉
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人文 21号（2022）

205

1　
は
じ
め
に

　

平
安
時
代
前
期
に
原
型
部
分
が
成
立
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
『
篁
物
語
』
に
お

け
る
物
語
の
構
造
に
は
興
味
深
い
複
雑
な
構
造
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ

の
二
部
構
成
で
、
言
わ
ば
「
並
び
」
の
小
話
と
「
つ
な
ぎ
」
の
小
話
と
い
う
複

層
的
構
造
に
つ
い
て
検
討
し
、『
宇
津
保
物
語
』『
源
氏
物
語
』
と
の
類
型
性
に

つ
い
て
指
摘
し
て
み
た
い
。

　

先
行
研
究
も
踏
ま
え
て
の
こ
れ
ま
で
の
拙
論
の
考
察
（【
参
考
文
献
】
欄
参

照
）
に
よ
っ
て
、『
篁
物
語
』
は
、
前
半
・
後
半
の
2
部
構
成
、
8
章
立
て

（
前
半
5
章
、
後
半
3
章
相
当
）、
全
23
段
落
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
解

釈
さ
れ
た
（【
表
1
】
参
照
）。

◎
2
部
─
8
章
─
23
段
構
成

　

部
│
│
2
部
構
成
（
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
）、

　

章
│
│
8
章
構
成
（
第
Ⅰ
部
内
は
第
1
章
〜
第
5
章
の
5
章
構
成
、
第
Ⅱ
部

内
は
第
6
章
〜
第
8
章
の
3
章
構
成
）

　

段
│
│
23
段
構
成
（
各
章
内
を
さ
ら
に
下
位
に
細
分
し
て
次
の
よ
う
に
23
段

と
し
た
。）

　
　
　
　
　

第
1
章
＝
4
段
、
第
2
章
＝
5
段
、
第
3
章
＝
2
段
、
第
4
章
＝

4
段
、
第
5
章
＝
1
段
、
第
6
章
＝
3
段
、
第
7
章
＝
2
段
、
第

8
章
＝
2
段

　

下
位
区
分
の
段
（
章
段
的
な
側
面
も
も
つ
）
の
設
定
の
大
き
な
目
安
と
し
て

は
、
ま
ず
は
、
次
の
2
つ
の
観
点
で
の
相
違
が
重
視
さ
れ
た
。

（
1
）
贈
答
歌
（
単
独
歌
の
場
合
も
あ
る
が
、
3
首
・
5
首
に
よ
る
場
合
も

含
む
）
を
物
語
の
個
々
の
一
場
面
の
結
び
（
終
り
）
部
分
に
据
え
て

構
成
さ
れ
て
い
る
場
面
（
段
落
）

（
2
）
会
話
・
発
話
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
場
面
（
段
落
）、
な
い

し
、
説
話
の
展
開
部
（
例
え
ば
、
冒
頭
部
や
終
結
部
、
ま
た
、
場
面

転
換
部
）
な
ど
で
い
わ
ゆ
る
「
地
の
文
」
を
中
心
に
し
て
記
述
さ
れ

て
い
る
部
分

　

こ
の
2
点
に
よ
っ
て
文
章
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
外
形
上
・
表
面
上

（
和
歌
、
会
話
、
地
の
文
な
ど
見
た
目
で
の
区
別
）
で
も
確
認
で
き
る
特
徴
で

も
あ
る
。
実
質
的
に
は
、
物
語
の
場
面
な
ど
の
内
容
と
極
め
て
よ
く
連
動
し
て

い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

前
半
と
後
半
は
、
主
人
公
と
主
題
と
が
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
物
語
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
（
前
半
）
の
中
に
は
、
前
後
の
場
面
（
段
）
か
ら

独
立
し
た
言
わ
ば
「
並
び
の
物
語
」（「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」）
が
あ
る
。
そ
の

「
並
び
」
の
小
話
を
除
外
し
て
も
第
Ⅰ
部
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
ほ
ぼ
成
立
す
る
。

　

ま
た
、
前
半
（
第
Ⅰ
部
）
と
後
半
（
第
Ⅱ
部
）
と
は
、
共
通
す
る
「
主
人

公
」
の
ほ
か
、「
妹
の
亡
霊
譚
」
部
分
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
の
あ
る
物
語
と
し

て
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
妹
亡
霊
譚
」
は
、
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部

と
を
か
す
が
い
の
よ
う
に
接
続
す
る
言
わ
ば
「
つ
な
ぎ
の
段
」
と
な
っ
て
い
る
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こ
と
が
わ
か
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
篁
物
語
』
は
、〝
二
部
構
成
（
複
数
部
構
成
）
で
、
並
び
の
段
、

お
よ
び
、
前
半
と
後
半
と
を
か
す
が
い

0

0

0

0

型
に
つ
な
い
で
い
る
「
つ
な
ぎ
の
段
」

を
も
っ
て
い
る
複
層
構
造
〞
を
成
し
て
い
る
複
雑
な
構
成
を
成
す
最
古
の
文
芸

作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
構
造
は
、『
宇
津
保
物

語
』『
源
氏
物
語
』
と
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
相
互
の
影
響

関
係
が
問
題
と
な
る
。

2
『
篁
物
語
』
の
章
段
構
成
と
物
語
の
構
造

2
─
1　
〝
2
部
構
成
＋
つ
な
ぎ
の
場
面
＋
並
び
の
場
面
〟

　
『
篁
物
語
』
は
、
前
半
後
半
2
部
構
成
、
8
章
立
て
（
前
半
5
章
、
後
半
3

章
相
当
）、
全
23
段
落
と
い
う
構
成
を
成
す
。

　

こ
の
構
成
の
内
部
構
造
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
と
、
23
の
段
落
は
、

結
論
的
に
ま
と
め
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
構
造
を
相
互
に
形
成
し

て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

○
第
Ⅰ
部
の
テ
ー
マ
と
第
Ⅱ
部
の
テ
ー
マ
と
は
、
内
容
的
に
連
続
し
た
も

の
で
、
ひ
と
つ
の
『
篁
物
語
』
と
し
て
一
貫
し
た
主
題
と
、
相
互
に
関

連
し
た
設
定
（
主
題
の
発
展
性
、
人
物
の
相
互
関
係
や
対
称
的
配
置
な

ど
）
が
認
め
ら
れ
る
。

○
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
と
に
共
通
し
て
い
る
と
み
な
し
得
る
、
物
語
全
体
の

【
20
〜
21
】

第 6章第7章第 8章

後日の
加筆

部立 第Ⅱ部　主題「賢婦と立身」

第Ⅱ部 第Ⅱ部 第Ⅰ部 第Ⅰ部 第Ⅰ部 第Ⅰ部 第Ⅰ部

章

23 22 19 18 17
【
15
】

【
12
】

【
3
】

【
16
前
半
】

第 3章第 4章第 5章

第Ⅰ部　「恋と学問」

16
後
半

1314 11 10

第 1 章

4 2 1
【
24
後
補
の
1
文
】

【
5
〜
9
】

第2章

段
落

部立

章

「
漢
才
語
彙
」

=

挿話的
独立
段落

挿話的
独立
段落

21 20 16
前半 15 12 9 8 37 6 5

段
落

「かずがい」章段
併行する章段

【図１】�『篁物語』の章段構成＝2部 8章段23段落＋追記１文�
――二部構成＋併行章段＋「かすがい」章段＋挿話的章段
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人文 21号（2022）

203

【表1】『篁物語』の段落構成　安部（2019に 2023加筆）
上位区分　
前後2部

中位区分
（5章＋3章）

下位区分（23段） 3テーマ別分類『漢才（第
Ⅰ・Ⅱ部）・兵衛佐・亡霊
譚』＋【漢学語彙】

本文の該当段落の「はじめ～終
わり」部分

歌物語的段落／説話的
段落で二分した場合

贈答歌／会話・心話の多い
展開の段

篁の呼称（「せうと（兄）」
と「男」の相補分布）

【漢学・漢才の語彙】は呼
称「男」とほぼ連動。

第Ⅰ部で呼称「せうと」（非「男」）と【漢才の
語彙】とがほぼ相補分布。「かく」「かかる」：
歌の後に力系指示語あり。

第Ⅰ部 第一章 一段（序段） Ⅰ【才・書・読む・博士・
大学・読む】

「親の～読ませける。」 （一）歌物語的段落の
前部

会話・心話多い 【才・書・読む・博士・大
学・読む】

二段「妹の家庭教師」 Ⅱ【文の点・角筆】 「この男～けうとくなかりけ
り。」【この男＝指示詞人物】

贈答　5首 男 3例 【文の点・角筆】

三段「師走の月夜」 Ⅲ◇〈挿入的段落〉時節
「師走のもちごろ」

「師走の～うそぶきありきけ
り。」【師走＝月日時明記】

贈答　2首 男 1 挿入的段落（「十列・類纂」的「冬の月」＝川
口久雄）

四段「せうとの懸想」 Ⅳ【書 3・読む 2・教ふ 2・
角筆・博士・点文】

「さて、《明日に》～作りかへ
る。」【さて＝接続詞】（あした、
の位置不審）

贈答　3首 男 2／【「篁」1父主】 【書 3・読む 2・教ふ 2・角
筆・博士・点文】

●会話・心話直前に話者名を直示する段〔父ぬ
し「あやしく」〕

第二章 五段「如月初午稻荷詣　1」 ⑴「兵衛佐横恋慕譚」（五
段～九段）の序段

「さて、この女願ありて如月の
初午に～道中に去にけり。」【さ
て＝接続詞、如月の初午＝月日
時】

（二）説話的段落　（中
間部＝「兵衛佐横恋慕
譚」前半・後半あり）

　冒頭は地の文、後半は会
話・心話

せうと2 並びの段（『伊勢物語』四十一段、身分の異な
る男二人＝安部）

六段「如月初午稻荷詣　2」 ⑵ 「さる程に～ゐて去ぬ。」【さる
程に＝接続詞】

贈答　2首 せうと1／【「篁」自身】 同上

七段「兵衛佐の懸想文と和
歌の贈答）」

⑶ 「この佐、人をつけて、（あした
に文あり。～）～又もあひな
ん」【このすけ＝指示詞】

贈答　3首、会話・心話の
多い展開

せうと2 同上

八段「兵衛佐の消息と篁の
妨害」

⑷ 「また、これをれいの童、もて
来たり。～と思ひ居り」【ま
た＝接続詞】

会話・心話の多い展開 せうと3／「男」1兵衛佐 同上

九段「篁・妹口争い」 ⑸ 「この兄、例のごと～入りにけ
り。」【このせうと＝指示詞】

会話・心話の多い展開 せうと1 同上

第三章 十段「兄・妹心通ひ」 Ⅴ【書読み・内侍・書・教
ふる】

「例の書読みに～久しくも語ら
はずあり。」【例の＝指示詞】

（三）歌物語的段落の
後部

贈答　3首 せうと1⇒男 1 【書・内侍】

十一段「妹懐妊」 Ⅵ【書・読む】「書読む心
ちもなし。」（漢学語彙ここ
で一旦途切れ第Ⅰ部最後十
六段「法華経を書き」で再
び現れる）

「されど、いかでか～書読む心
ちもなし。」【されど＝接続詞】

贈答　2首 【書読む心地もなし】 ＊妹と関係し懐妊して妹が「書読む心ちもな
し」になると、十六段で妹が死んで篁が「法華
経を書く」まで「漢才語彙」は現れず、学問か
ら離ていくことを象徴的に描き出している。

第四章 十二段「春の橘」 Ⅶ◇（挿入的段落）・時節
「春のこと」（呼称「せうと」
段落）

「例の、さはりせず～（歌）～
うつらざりけり」　【例の＝指示
詞】

贈答　2首 せうと2 挿入的段落（「橘の実三つ」＝典拠『蒙求』「陸
続懐橘」＝仁平道明）

十三段「娘の幽閉」 Ⅷ（妹への継子苛め譚的部
分）

「かかることを～泣きあへりけ
り。」　【かかること＝指示詞】

贈答　2首 男 1／【「男」1父主】

十四段「妹の悶死」 Ⅸ（妹への継子苛め譚的部
分）

「夜あけにければ、曹司に帰り
て、～泣きまどへどかひなし。」

贈答　3首

十五段「妹の招魂と亡霊」 ㋐（妹亡霊譚）【Ⅰ部・Ⅱ
部のつなぎ的段】

「その日のようさり～夜の明け
にければ、なし。」　【その日＝
指示詞】

贈答　2首 2つの部のつなぎ的段（『遊仙窟』阿部俊子、
『万葉集』四 741「夢の逢ひは苦しかりけりお
どろきて搔き探れども手にも触れねば」平野由
紀子氏。『万葉集』十二 2914「愛しと思ふ我妹
を夢に見て起きて探るになきが寂しさ」中村祥
子氏、招魂儀式＝中村祥子氏（何らかの典拠あ
るか？）、『伊勢物語』三十九段安部）

第五章 十六段の前半（葬送・招
魂・亡霊・法要）

㋑（妹亡霊譚）＝〔Ⅹの併
行内容の後日追記か？〕

「親は捨てて～四七日は、とき
〴〵見えけり。」

地の文 せうと2 招魂儀式＝中村祥子（何らかの典拠あるか？）

十六段の後半（法華経供
養・四十九日・後日譚）

Ⅹ【法華経を書き】＝〔㋑
の旧態か？〕

「この男、涙つきせず泣く。そ
の涙を硯の水にて、法花経を書
きて、～一人なん、有りける。」

地の文 男 1（呼称「男」で「法華
経を書き」があり、十六段
の最初の原稿か？）

【法花経を書き】

第Ⅱ部 第六章 十七段「漢詩献呈」＝第Ⅱ
部の「序段」

①【文（漢詩）・作る】 「時の右大臣の～大学へ入りに
けり。」

（1）説話的段落 地の文 【文（漢詩）・作る】 典拠（三の君応婚譚『孔子家語』仁平道明）

十八段「三の君婚姻受諾」 ② 「殿に帰へりて、～よき日して
呼び給ふ。」

会話・心話の多い展開

十九段「新枕と三日の儀」 ③【文の帙・文巻】 「御消息ありければ、～具し給
ける。」

会話・心話の多い展開 篁 1（地） 【文の帙・文巻】 典拠（裾を引く新枕場面『世説新話』中村祥
子）

第七章 二十段「亡霊譚　（続）」 ㋒（妹亡霊譚）【Ⅰ部・Ⅱ
部のつなぎ的段】

「さて、この頃、～泣きをりけ
る。」【さて＝接続詞】

（2）歌物語的段落 和歌　1首 （第Ⅰ部の亡霊譚を承ける）

二十一段「新妻との問答」 ㋓（妹亡霊譚）【Ⅰ部・Ⅱ
部のつなぎ的段】

「久しう来ねば、大臣殿、～と
言ひける。」【七日＝月日時】

贈答　2首 男 1 （第Ⅰ部の亡霊譚を承ける）
●会話・心話部分の直前に話者名を直示する段
〔大臣『あやし』、妻「ー」、男「ー」〕

第八章 二十二段「篁出世話」・「末
娘致福譚」

④【才学】 「この男は～文作る人は。」　【こ
の男＝指示詞】

（3）説話的段落 地の文 男 1・篁 1（地） 【才学】 　（末娘（三女）致福譚）

二十三段「回顧」＝学生評
と新旧の時世対比

⑤【大学の生・才】 「今の人～　文作る人は。」 地の文 【大学の生・才】 典拠（『伊勢物語』四十段、安部）

後補●二十三段の最後（彰
考館本で 2文字分空きの後
の 1文）

⑥【文・作る】 「■■又あらじかし■かように
思ひて文つくる人は。」【■＝余
白】

地の文 【文・作る】 ◆後日の追記か（彰考館本甲・乙ともに直前に
2文字の空白と、改行部の下部に 1文字分の余
白あり）

「かく」

「かく」

「かく」

「かく」

「かく」

「かかる」
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平安朝物語の複層構造による長編化への胎動

（35）202

【表1】『篁物語』の段落構成　安部（2019に 2023加筆）
上位区分　
前後2部

中位区分
（5章＋3章）

下位区分（23段） 3テーマ別分類『漢才（第
Ⅰ・Ⅱ部）・兵衛佐・亡霊
譚』＋【漢学語彙】

本文の該当段落の「はじめ～終
わり」部分

歌物語的段落／説話的
段落で二分した場合

贈答歌／会話・心話の多い
展開の段

篁の呼称（「せうと（兄）」
と「男」の相補分布）

【漢学・漢才の語彙】は呼
称「男」とほぼ連動。

第Ⅰ部で呼称「せうと」（非「男」）と【漢才の
語彙】とがほぼ相補分布。「かく」「かかる」：
歌の後に力系指示語あり。

第Ⅰ部 第一章 一段（序段） Ⅰ【才・書・読む・博士・
大学・読む】

「親の～読ませける。」 （一）歌物語的段落の
前部

会話・心話多い 【才・書・読む・博士・大
学・読む】

二段「妹の家庭教師」 Ⅱ【文の点・角筆】 「この男～けうとくなかりけ
り。」【この男＝指示詞人物】

贈答　5首 男 3例 【文の点・角筆】

三段「師走の月夜」 Ⅲ◇〈挿入的段落〉時節
「師走のもちごろ」

「師走の～うそぶきありきけ
り。」【師走＝月日時明記】

贈答　2首 男 1 挿入的段落（「十列・類纂」的「冬の月」＝川
口久雄）

四段「せうとの懸想」 Ⅳ【書 3・読む 2・教ふ 2・
角筆・博士・点文】

「さて、《明日に》～作りかへ
る。」【さて＝接続詞】（あした、
の位置不審）

贈答　3首 男 2／【「篁」1父主】 【書 3・読む 2・教ふ 2・角
筆・博士・点文】

●会話・心話直前に話者名を直示する段〔父ぬ
し「あやしく」〕

第二章 五段「如月初午稻荷詣　1」 ⑴「兵衛佐横恋慕譚」（五
段～九段）の序段

「さて、この女願ありて如月の
初午に～道中に去にけり。」【さ
て＝接続詞、如月の初午＝月日
時】

（二）説話的段落　（中
間部＝「兵衛佐横恋慕
譚」前半・後半あり）

　冒頭は地の文、後半は会
話・心話

せうと2 並びの段（『伊勢物語』四十一段、身分の異な
る男二人＝安部）

六段「如月初午稻荷詣　2」 ⑵ 「さる程に～ゐて去ぬ。」【さる
程に＝接続詞】

贈答　2首 せうと1／【「篁」自身】 同上

七段「兵衛佐の懸想文と和
歌の贈答）」

⑶ 「この佐、人をつけて、（あした
に文あり。～）～又もあひな
ん」【このすけ＝指示詞】

贈答　3首、会話・心話の
多い展開

せうと2 同上

八段「兵衛佐の消息と篁の
妨害」

⑷ 「また、これをれいの童、もて
来たり。～と思ひ居り」【ま
た＝接続詞】

会話・心話の多い展開 せうと3／「男」1兵衛佐 同上

九段「篁・妹口争い」 ⑸ 「この兄、例のごと～入りにけ
り。」【このせうと＝指示詞】

会話・心話の多い展開 せうと1 同上

第三章 十段「兄・妹心通ひ」 Ⅴ【書読み・内侍・書・教
ふる】

「例の書読みに～久しくも語ら
はずあり。」【例の＝指示詞】

（三）歌物語的段落の
後部

贈答　3首 せうと1⇒男 1 【書・内侍】

十一段「妹懐妊」 Ⅵ【書・読む】「書読む心
ちもなし。」（漢学語彙ここ
で一旦途切れ第Ⅰ部最後十
六段「法華経を書き」で再
び現れる）

「されど、いかでか～書読む心
ちもなし。」【されど＝接続詞】

贈答　2首 【書読む心地もなし】 ＊妹と関係し懐妊して妹が「書読む心ちもな
し」になると、十六段で妹が死んで篁が「法華
経を書く」まで「漢才語彙」は現れず、学問か
ら離ていくことを象徴的に描き出している。

第四章 十二段「春の橘」 Ⅶ◇（挿入的段落）・時節
「春のこと」（呼称「せうと」
段落）

「例の、さはりせず～（歌）～
うつらざりけり」　【例の＝指示
詞】

贈答　2首 せうと2 挿入的段落（「橘の実三つ」＝典拠『蒙求』「陸
続懐橘」＝仁平道明）

十三段「娘の幽閉」 Ⅷ（妹への継子苛め譚的部
分）

「かかることを～泣きあへりけ
り。」　【かかること＝指示詞】

贈答　2首 男 1／【「男」1父主】

十四段「妹の悶死」 Ⅸ（妹への継子苛め譚的部
分）

「夜あけにければ、曹司に帰り
て、～泣きまどへどかひなし。」

贈答　3首

十五段「妹の招魂と亡霊」 ㋐（妹亡霊譚）【Ⅰ部・Ⅱ
部のつなぎ的段】

「その日のようさり～夜の明け
にければ、なし。」　【その日＝
指示詞】

贈答　2首 2つの部のつなぎ的段（『遊仙窟』阿部俊子、
『万葉集』四 741「夢の逢ひは苦しかりけりお
どろきて搔き探れども手にも触れねば」平野由
紀子氏。『万葉集』十二 2914「愛しと思ふ我妹
を夢に見て起きて探るになきが寂しさ」中村祥
子氏、招魂儀式＝中村祥子氏（何らかの典拠あ
るか？）、『伊勢物語』三十九段安部）

第五章 十六段の前半（葬送・招
魂・亡霊・法要）

㋑（妹亡霊譚）＝〔Ⅹの併
行内容の後日追記か？〕

「親は捨てて～四七日は、とき
〴〵見えけり。」

地の文 せうと2 招魂儀式＝中村祥子（何らかの典拠あるか？）

十六段の後半（法華経供
養・四十九日・後日譚）

Ⅹ【法華経を書き】＝〔㋑
の旧態か？〕

「この男、涙つきせず泣く。そ
の涙を硯の水にて、法花経を書
きて、～一人なん、有りける。」

地の文 男 1（呼称「男」で「法華
経を書き」があり、十六段
の最初の原稿か？）

【法花経を書き】

第Ⅱ部 第六章 十七段「漢詩献呈」＝第Ⅱ
部の「序段」

①【文（漢詩）・作る】 「時の右大臣の～大学へ入りに
けり。」

（1）説話的段落 地の文 【文（漢詩）・作る】 典拠（三の君応婚譚『孔子家語』仁平道明）

十八段「三の君婚姻受諾」 ② 「殿に帰へりて、～よき日して
呼び給ふ。」

会話・心話の多い展開

十九段「新枕と三日の儀」 ③【文の帙・文巻】 「御消息ありければ、～具し給
ける。」

会話・心話の多い展開 篁 1（地） 【文の帙・文巻】 典拠（裾を引く新枕場面『世説新話』中村祥
子）

第七章 二十段「亡霊譚　（続）」 ㋒（妹亡霊譚）【Ⅰ部・Ⅱ
部のつなぎ的段】

「さて、この頃、～泣きをりけ
る。」【さて＝接続詞】

（2）歌物語的段落 和歌　1首 （第Ⅰ部の亡霊譚を承ける）

二十一段「新妻との問答」 ㋓（妹亡霊譚）【Ⅰ部・Ⅱ
部のつなぎ的段】

「久しう来ねば、大臣殿、～と
言ひける。」【七日＝月日時】

贈答　2首 男 1 （第Ⅰ部の亡霊譚を承ける）
●会話・心話部分の直前に話者名を直示する段
〔大臣『あやし』、妻「ー」、男「ー」〕

第八章 二十二段「篁出世話」・「末
娘致福譚」

④【才学】 「この男は～文作る人は。」　【こ
の男＝指示詞】

（3）説話的段落 地の文 男 1・篁 1（地） 【才学】 　（末娘（三女）致福譚）

二十三段「回顧」＝学生評
と新旧の時世対比

⑤【大学の生・才】 「今の人～　文作る人は。」 地の文 【大学の生・才】 典拠（『伊勢物語』四十段、安部）

後補●二十三段の最後（彰
考館本で 2文字分空きの後
の 1文）

⑥【文・作る】 「■■又あらじかし■かように
思ひて文つくる人は。」【■＝余
白】

地の文 【文・作る】 ◆後日の追記か（彰考館本甲・乙ともに直前に
2文字の空白と、改行部の下部に 1文字分の余
白あり）

「かく」

「かく」

「かく」

「かく」

「かく」

「かかる」

人文21_02t本文.indb   35人文21_02t本文.indb   35 2023/02/22   13:072023/02/22   13:07



（36）

人文 21号（2022）

201

主
題
を
担
っ
て
い
る
段
落
が
あ
る
。
＝
＝
後
述
の
Ａ
の
部
分
「
漢
才
と

そ
の
伝
承
」

○
そ
れ
と
は
別
に
、
第
Ⅰ
部
内
に
、
第
Ⅰ
部
の
前
後
の
段
落
（
場
面
）
と

は
、（
ほ
ぼ
）
独
立
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
な
、
言
わ
ば
、「
並

び
の
段
落
（
場
面
）」*

が
あ
る
（
＊
＝
第
Ⅰ
部
の
主
題
部
に
対
し
て

併
行
し
て
展
開
し
て
い
る
、
言
わ
ば
ワ
キ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
）
＝
＝
後
述
の
Ｃ
の
部
分
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」

○
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る

「
つ
な
ぎ
の
段
落
」
が
あ
る
。
＝
＝
後
述
の
Ｂ
の
部
分
「
妹
亡
霊
譚
」

（
第
Ⅰ
部
、
お
よ
び
第
Ⅱ
部
で
の
そ
の
続
編
部
）

　

す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
の
視
点
か
ら
一
貫
し
た
テ
ー
マ
の
も
と
に
創
作
さ
れ
た

物
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
独
立
し
た
2
部
構
成
で
、
か
つ
、
そ
の
2
つ
を
言
わ

ば
楔
型
に
つ
な
い
で
い
く
「
つ
な
ぎ
」
の
場
面
を
も
ち
、
さ
ら
に
、
第
Ⅰ
部
に

つ
い
て
は
「
並
び
」
の
場
面
を
も
つ
創
作
物
語
で
あ
る
と
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

物
語
の
構
造
上
の
特
徴
＝〝
2
部
構
成
＋
つ
な
ぎ
の
場
面
＋
並
び
の
場
面
〞

　

本
稿
で
は
、
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
提
示
し
て
み
る
こ
と
を
、
第
一

の
目
的
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
物
語
は
、
平
安
時
代
ま
で
の
作
品
で

は
、
お
そ
ら
く
『
源
氏
物
語
』
く
ら
い
し
か
み
ら
れ
な
い
。『
源
氏
物
語
』
は

Ⅱ
部
で
は
な
く
Ⅲ
部
構
成
で
あ
る
が
、
複
数
部
構
成
と
い
う
点
で
い
ま
同
類
と

見
な
し
て
お
く
。
ま
た
、「
紫
の
上
」
系
統
と
「
玉
鬘
」
系
統
と
の
併
行
す
る

巻
巻
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
体
の
帖
（
巻
）
の
中
で
相

互
の
つ
な
ぎ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
よ
う
な
巻
が
あ
る
。

　

ま
た
、『
宇
津
保
物
語
』
も
、
二
部
構
成
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
該
当
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
在
、『
篁
物
語
』
の
成
立
時
期
は
、『
源
氏
物
語
』
以
前
で
あ
る
蓋
然
性
が

高
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
右
の
よ
う
な
複
雑
な
構
造
を
も
つ
平
安
物
語
と
し

て
は
、『
篁
物
語
』
が
日
本
で
最
古
の
複
層
構
造
を
も
つ
和
文
物
語
作
品
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

2
─
2　
『
篁
物
語
』
の
主
要
3
場
面
と
挿
入
的
小
話
2
話

　
『
篁
物
語
』
に
お
け
る
23
段
の
構
造
を
具
体
的
に
示
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
【
表
1
】
は
、
23
段
の
構
造
と
そ
れ
を
形
作
る
23
の
章
段
の
特
徴
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
（
安
部
（2018

）
に
加
筆
補
訂
）。
こ
れ
ま
で
の
拙
論
で
の
考
察

か
ら
見
る
と
、
そ
の
23
章
段
の
中
は
、
そ
の
物
語
の
内
容
か
ら
、
大
き
く
は
次

の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
ｃ
、
ｄ
に
分
類
で
き
る
。

　

○
『
篁
物
語
』
の
構
造

　
　
　
　

⑴　
複
数
章
段
か
ら
な
る
一
続
き
の
物
語

　
　
　
　
　
　

Ａ
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
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部
に
わ
た
る
）

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
│
ⅰ　
第
Ⅰ
部
に
お
け
る
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教

養
譚
」

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
│
ⅱ　
第
Ⅱ
部
に
お
け
る
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教

養
譚
」

　
　
　
　
　
　

Ｂ
「
妹
亡
霊
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
の
続
編
部
）

　
　
　
　
　
　

Ｃ
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」　

　
　
　
　

⑵　
ひ
と
つ
章
段
か
ら
な
る
挿
入
的
小
話
と
解
釈
で
き
る
章
段

　
　
　
　
　
　

ｄ
「
師
走
の
月
夜
」
章
段

　
　
　
　
　
　
ｅ
「
春
の
橘
」
章
段

　

こ
の
う
ち
、
⑵
と
し
て
ま
と
め
た
、
ｄ
「
師
走
の
月
夜
」
章
段
、
ｅ
「
春
の

橘
」
章
段
は
、
ひ
と
つ
の
章
段
か
ら
な
る
挿
入
的
小
話
と
解
釈
で
き
る
章
段
で

あ
る
。
そ
れ
を
ひ
と
ま
ず
除
外
す
る
と
、
複
数
の
章
段
に
わ
た
っ
て
い
て
主
要

な
章
段
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
部
分
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

2
─
3　

�

Ａ
「「
漢
学
・
漢
才
」
の
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
）
の
特
徴

　

上
記
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
う
ち
、
Ａ
に
関
わ
る
場
面
は
、
他
の
Ｂ
、
Ｃ
、
ｄ
、
ｅ
の

部
分
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
途
切
れ
途
切
れ
、
飛
び
飛
び
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る

が
、
そ
の
Ａ
の
部
分
の
方
に
は
、
そ
こ
に
の
み
現
れ
る
次
の
よ
う
な
「
漢
才
」

に
関
わ
る
類
義
語
彙
が
共
通
し
て
現
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部　
⑴
「
才
の
か
ぎ
り
し
つ
く
し
て
」「
書
（
ふ
み
）
読
ま
せ
ん
」

「
読
ま
せ
け
る
」「
角
筆
し
て
」（「
才
」
は
漢
学
の
学
才
で

あ
る
）

⑵
「
書
読
ま
せ
ざ
り
け
れ
ば
」「
書
か
き
集
め
て
」「
角
筆
し

て
」「
物
＊
の
書
は
」【
＊
原
文
「
初
の
書
」】「
読
み
聞
き

て
よ
ろ
づ
の
書
は
」

⑶
「
例
の
書
読
み
に
、」「
親
は
書
を
教
ふ
る
な
り
け
り
。」

⑷
「
書
読
む
心
ち
も
な
し
。」

⑸
「
法
華
経
を
書
き
て
」

第
Ⅱ
部　
⑹
「
文
お
も
し
ろ
く
作
り
て
」「
文
の
帙
取
り
て
」「
文
巻
を
奉

れ
ば
」

⑺
「
才
学
は
さ
う
に
も
言
わ
ず
」「
才
」「
文
作
る
人
は
」

　

こ
れ
ら
の
語
彙
は
、
Ｂ
「
妹
亡
霊
譚
」、
Ｃ
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」、
ｄ
「
師

走
の
月
夜
」
章
段
、
ｅ
「
春
の
橘
」
章
段
に
は
、
一
切
、
一
度
も
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
語
彙
の
出
現
傾
向
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
語
彙
が
現
れ
る
章
段
（
後
述
）
と
、
そ
う
で
な
い
他
の
章
段
（
Ｂ
、

Ｃ
、
ｄ
、
ｅ
）
と
に
は
、
何
ら
か
の
構
想
段
階
、
あ
る
い
は
、
執
筆
段
階
で
の

相
違
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
Ａ
に
属
す
る
章
段
で
の
篁
の

人
称
は
基
本
的
に
「
男
」
で
あ
る
が
、
一
方
、
人
称
「
兄
」
は
Ａ
以
外
の
他
の

章
段
に
現
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
人
称
で
の
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る

（
一
部
、
説
明
可
能
な
そ
の
例
外
事
例
は
あ
る
）。
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Ａ
に
属
す
る
章
段
だ
け
を
つ
な
い
で
配
列
し
て
読
ん
で
も
、
第
Ⅰ
部
、
第
Ⅱ

部
そ
れ
ぞ
れ
、
ほ
ぼ
ひ
と
つ
の
物
語
と
し
て
遜
色
な
く
つ
な
が
っ
て
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
だ
け
で
も
、「
漢
才
の
伝
承
」
を
主
題
と
す
る
物

語
と
い
う
点
で
は
、
全
23
章
段
の
ま
ま
の
現
在
の
作
品
と
同
様
に
、
第
Ⅰ
部
と

第
Ⅱ
部
の
2
部
構
成
に
て
、
ひ
と
つ
の
同
じ
主
題
を
担
う
『
篁
物
語
』
と
い
う

作
品
と
し
て
同
じ
よ
う
に
理
解
可
能
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
以
外
の
Ｂ
、
Ｃ
、
ｄ
、
ｅ
に
属
す
る
章
段
に
、
漢
籍
な
ど
で
の

典
拠
が
指
摘
さ
れ
る
章
段
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
Ａ
に
は
そ
れ
が
少
な
い
、
と

い
う
傾
向
も
指
摘
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
総
合
的
に
解
釈
す
る
と
、
こ
の
Ａ
の
章
段
が
、『
篁
物

語
』
の
構
想
に
お
け
る
初
期
構
想
（
第
一
次
構
想
）
段
階
の
姿
を
投
影
し
て
い

る
蓋
然
性
が
高
い
と
解
釈
さ
れ
る
。

3　
『
篁
物
語
』
の
各
段
落
と
章
段
構
造

　

こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
属
す
る
章
段
を
つ
な
げ
て
示
す
こ
と

に
し
た
い
。
ま
た
、
ｄ
、
ｅ
に
つ
い
て
も
該
当
章
段
を
提
示
す
る
。

　

Ａ
「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」
に
相
当
す
る
章
段
が
中
心
部
分
で
あ

り
、
も
っ
と
も
長
い
部
分
で
あ
る
が
、
Ａ
以
外
に
属
す
る
章
段
を
抜
き
取
っ
て

も
、
中
心
的
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
主
題
に
も
さ
ほ
ど
大
き
な
欠
落
を
示
す
こ
と
な

く
、
ひ
と
つ
の
物
語
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

な
お
、
表
記
上
の
凡
例
は
、
本
論
末
尾
に
掲
載
し
て
お
く
（
安
部
（2018

）

も
参
照
）。

　
　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊

3
─
1　
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
）

　

Ａ
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
に
わ
た

る
）

　
　

Ａ
│
ⅰ　
第
Ⅰ
部
に
お
け
る
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」

■
第
Ⅰ
部　
　
◆
第
一
章

○　
一
段　
（
序
段
）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

親お
や

の
、
い
と
よ
く
か
し
づ
き
け
る
、
人
の
む
す
め
、
あ
り
け
り
。

　

女
の
す
る
ざ
え
【
才
】
の
か
ぎ
り
し
つ
く
し
て
、
今い

ま

は

『
書ふ
み

【
書
物
・
漢
文
】
読
ま
せ
ん
』【
親
】
と
て
、

『
博は
か
せ士
に
は
む
つ
ま
じ
か
ら
ん
人
を
せ
ん
』【
親
】

と
て
、
異
【
こ
と
は
ら
】
腹
の
子こ

の
、
大
学
の
衆し
う

に
て
あ
り
け
り
、
異
腹
な
り
け
れ
ば
、
う
と

く
て
、

「
あ
ひ
見
ず
」【
妹
】

な
ど
あ
り
け
れ
ど
、

「
知し

ら
ぬ
人
よ
り
は
」【
親
】

と
て
、
す
だ
れ
越
し
に
、
几
帳
た
て
て
ぞ
、
読
ま
せ
け
る
。
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○　
二
段　
（「
妹
の
家
庭
教
師
」）　
贈
答　
5
首

　

こ
の
男
、
い
と
お
か
し
き
さ
ま
を
見
て
、
す
こ
し
馴
れ
ゆ
く
ま
ゝ
に
、
顏
を

見
え
物
語
な
ど
も
し
て
、
文
の
て
【
点
カ
】
と
い
ふ
も
の
を
取
ら
せ
た
り
け
る

を
、
見
れ
ば
、
か
く
ひ
ち
【
角
筆
】
し
て
、
一
首
を
な
ん
、
書
き
た
り
け
る
。

　
〖《
和
歌
》【
篁
】 
な
か
に
ゆ
く
吉
野
の
河
は
あ
せ
な
な
ん
妹
背
の
山
を
越
ゑ

て
見
る
べ
く　

〗

と
あ
り
け
れ
ば
、

『
か
ゝ
り
け
る
』【
妹
】

と
心
づ
か
い
し
け
れ
ど
、

『
な
さ
け
な
く
や
は
』【
妹
】

と
て
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

妹
背
山
か
げ
だ
に
見
え
で
や
み
ぬ
べ
く
吉
野
の
河
は
濁
れ
と

ぞ
思
ふ

ま
た
、
男
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

濁
る
瀬
は
し
ば
し
ば
か
り
ぞ
水
し
あ
ら
ば
澄
み
な
む
と
こ
そ

頼
み
渡
ら
め

女
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

淵
瀬
を
ば
い
か
に
知
り
て
か
渡
ら
む
と
心
を
先
に
人
の
言
ふ

ら
ん

男
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

身
の
な
ら
む
淵
瀬
も
知
ら
ず
妹
背
川
降
り
立
ち
ぬ
べ
き
こ
ゝ

ち
の
み
し
て

　

か
く
言
ふ
程
に
、
人
に
く
か
ら
ぬ
世
な
れ
ば
、
い
と
け
う
と
く
な
か
り
け
り
。

　
　
　

＊
○
三
段　
挿
入
的
章
段
「
師
走
の
月
夜
」　
贈
答　
2
首
＝
ｄ
「
師

走
の
月
夜
」
章
段

○　
四
段　
（「
せ
う
と
の
懸
想
」）　
贈
答　
3
首

　

さ
て
、
あ
し
た
に
、
久
し
く
書ふ

み

読
ま
せ
ざ
り
け
れ
ば
、

父
ぬ
し
、「
あ
や
し
く
篁
が
見
え
ぬ
か
な
」【
父
主
】

と
言
ひ
て
、
呼
び
に
や
る
に
、
男
来
て
、
れ
い
の
、
書
か
き
集
め
て
教
へ
け
る

ま
ゝ
に
な
ん
、
こ
の
女
の
み
心
に
入
り
て
、
ひ
が
ご
と
を
の
み
な
む
、
し
け
る
。

か
う
教
ふ
る
中
に
、
か
く
ひ
ち
【
角
筆
】
し
て
、

　
【
消
息
】【
篁
】〖
か
や
う
、
初
の
【
物
の
】
書
は
、
ひ
が
ご
と
つ
か
う
ま
つ

る
ら
ん
。
こ
の
ご
ろ
は
、
物
覚
え
ず
ぞ
や
。

　
《
和
歌
》【
篁
】 

君
を
の
み
思
ふ
心
は
忘
ら
れ
ず
契
し
こ
と
も
ま
ど
ふ
心

か　

〗

返
し
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

博
士
と
は
い
か
ゞ
頼
ま
む
人
知
れ
ず
も
の
忘
れ
す
る
人
の
心

を

又
、
男
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

読
み
聞
き
て
よ
ろ
づ
の
書
は
忘
る
と
も
君
ひ
と
り
を
ば
思
ひ

も
た
ら
ん

　

か
く
て
、
こ
の
男
は
、
て
ふ
く
み
【
手
文
】
を
ぞ
、
常
に
作
り
か
へ
け
る
。

〔
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＊
第
二
章
の
○
第
5
〜
9
段
は
、「
並
び
の
章
段
」
＝
Ｃ
「
兵
衛
佐
横

恋
慕
譚
」

◆
第
三
章

○　
十
段　
（「
篁
・
妹
心
通
ひ
」）　
贈
答　
3
首

　

れ
い
の
書
読
み
に
、【
親
】『
内
侍
に
な
さ
ん
』
の
心
あ
り
て
、
親
は
【
娘

に
】
書
教
ふ
る
な
り
け
り
。

　

文
か
よ
は
し
に
は
し
ゝ
た
れ
ど
、
こ
の
兄せ

う
と、
心
を
ま
ど
は
し
て
、
思
ひ
出
で

ら
れ
け
り
。
男
、
言
ふ
や
う
、

【
篁
】「
か
く
思
ひ
出
で
ら
れ
、
か
ぎ
り
な
き
心
を
思
知
ら
ず
し
て
、《
よ
そ
な

る
人
を
思
ひ
た
ま
へ
る
こ
そ
、》
つ
ら
け
れ
。」

　
《
和
歌
》【
篁
】 

目
に
近
く
見
る
か
い
も
な
く
思
ふ
と
も
心
を
ほ
か
に
や
ら
ば

つ
ら
し
な

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
人
の
御
心
も
知
ら
ず
や
。

　
《
和
歌
》【
妹
】 

あ
は
れ
と
は
君
ば
か
り
を
ぞ
思
ふ
ら
ん
や
る
か
た
も
な
き
心

と
を
知
れ

思
ひ
く
さ
な
や
」【
妹
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、【
篁
】
す
こ
し
心
ゆ
き
て
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

い
と
ゞ
し
く
君
が
嘆
き
の
こ
が
る
れ
ば
や
ら
ぬ
思
ひ
も
燃
え

ま
さ
り
け
り

　

か
く
言
ひ
て
、
心
は
か
よ
ひ
け
れ
ど
、
親
に
も
つ
ゝ
み
、
人
に
も
さ
は
り
け

れ
ば
、
心
と
け
て
久
し
く
も
語
ら
は
ず
あ
り
。

○　
十
一
段　
（「
妹
懐
妊
」）　
贈
答　
2
首

　

さ
れ
ど
、
い
か
で
か
入
り
け
む
、
こ
の
妹
の
寝
た
る
と
こ
ろ
へ
入
り
に
け
り
。

い
と
し
の
び
て
、
ま
だ
夜
ぶ
か
く
、
出
で
に
け
り
。
た
ま
さ
か
に
、
這
い
入
り

〳
〵
た
り
け
れ
ど
、
あ
ふ
こ
と
は
難
か
り
け
り
。
常
に
向
か
ひ
ゐ
た
り
け
れ
ば
、

夜
は
あ
は
ず
。
中
〳
〵
に
心
は
そ
ら
に
て
、

『
い
か
に
せ
ん
』【
篁
】

と
思
ひ
嘆
き
て
、

《
和
歌
》【
篁
】 

う
ち
と
け
ぬ
も
の
ゆ
へ
夢
を
見
て
覚
め
て
あ
か
ぬ
も
の
思
ふ
こ

ろ
に
も
あ
る
か
な

返
し
、

《
和
歌
》【
妹
】 

い
を
寢
ず
は
夢
に
も
見
え
じ
を
あ
ふ
こ
と
の
嘆
く
〳
〵
も
あ
か

し
は
て
し
を

　

か
く
夢
の
ご
と
あ
る
人
は
、
は
ら
み
に
け
り
。
書

※

読
む
心
ち
も
な
し
。

　
　
　
※
「
書ふ

み

読
ま
ぬ
女
」
│
第
Ⅰ
部
の
女
主
人
公
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
　

＊
挿
入
的
章
段　
◆
第
四
章　
○
十
二
段
（「
春
の
橘
」）　
贈
答　
2

首
＝
ｅ
「
春
の
橘
」
章
段

〔

〔
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◆
第
四
章

○　
十
三
段　
（「
妹
の
幽
閉
」）　
贈
答　
2
首

　

か
ゝ
る
こ
と
を
、
母
お
と
ゞ
聞
き
給
て
、
も
の
も
の
給
は
で
、
う
か
ゞ
ひ
た

ま
ひ
て
、
向
か
ひ
た
ま
ひ
た
り
け
る
を
、
手
を
取
り
て
、
引
き
も
て
ゆ
き
て
、

部
屋
に
こ
め
て
け
り
。
こ
れ
を
、
父
ぬ
し
聞
き
た
ま
ひ
て
、
の
ど
か
な
り
け
る

人
な
り
け
れ
ば
、

「
男
も
か
し
こ
き
者
に
て
、
女
お
さ
な
き
者
に
あ
ら
ず
。
さ
し
た
る
や
う
あ
ら

む
な
。
な
を
ゆ
る
し
た
ま
ひ
て
、
の
給
へ
」【
父
主
】

と
あ
り
け
れ
ば
、

「
お
の
が
身
を
思
ふ
と
て
、
の
給
に
」【
母
主
】

と
て
、
い
よ
〳
〵
鍵
の
穴
に
土
ぬ
り
て
、

「
大
学
の
ぬ
し
を
ば
、
家
の
中
に
な
入
れ
そ
」【
母
主
】

と
て
、
追
い
け
れ
ば
、
曹
司
に
こ
も
り
ゐ
て
、
泣
き
け
り
。

　

妹
の
こ
も
り
た
る
所
に
い
き
て
見
れ
ば
、
か
べ
の
穴
い
さ
ゝ
か
あ
り
け
る
を
、

く
じ
り
て
、

「
こ
ゝ
も
と
に
寄
り
給
へ
」【
篁
】

と
呼
び
寄
せ
て
、
物
語
り
し
て
、
泣
き
お
り
て
、
出
で
な
ま
ほ
し
く
思
へ
ど
、

ま
だ
い
と
若
く
て
、
い
た
り
た
べ
き
人
も
な
く
、
わ
び
け
れ
ば
、
と
も
か
く
も

え
せ
で
、
い
と
い
み
じ
く
思
ひ
て
、
語
ら
ひ
を
る
程
に
、
夜
あ
け
ぬ
べ
し
。

男
、

《
和
歌
》【
篁
】 

か
ず
な
ら
ば
か
ゝ
ら
ま
し
や
は
世
の
中
に
い
と
悲
し
き
は
し
づ

の
お
だ
ま
き

返
し
、

《
和
歌
》【
妹
】 

い
さ
ゝ
め
に
つ
け
し
思
ひ
の
煙
こ
そ
身
を
う
き
雲
と
な
り
て
は

て
け
れ

と
言
ひ
て
、
泣
き
あ
へ
り
け
り
。

○　
十
四
段　
（「
妹
の
悶
死
」）　
贈
答　
3
首

　

夜
あ
け
に
け
れ
ば
、
曹
司
に
帰
り
て
、
こ
の
女
食
ひ
つ
べ
き
や
に
、
も
の
を

て
か
へ
て
、
も
て
ゆ
か
ん
と
す
る
に
、
心
ま
ど
ひ
て
、
足
も
え
ふ
み
た
て
ず
。

も
の
覚
え
ざ
り
け
れ
ば
、
む
つ
ま
じ
く
使
ふ
雑
色
を
使
ひ
に
て
、

「
た
ゞ
今
心
ち
あ
し
く
て
、
え
参
り
来
ず
。
そ
の
程
こ
れ
す
き
給
へ
。
た
め
ら

ひ
て
、
参
ら
む
。」【
篁
】

　

女
、
穴
の
も
と
に
て
待
つ
に
、【
雑
色
が
】
か
く
言
ひ
た
れ
ば
、

《
和
歌
》【
妹
】 

誰
が
た
め
と
思
ふ
命
の
あ
ら
ば
こ
そ
消
ぬ
べ
き
身
を
も
惜
し
み

と
ゞ
め
め

取
り
入
れ
ず
。
帰
り
て
、

「
か
く
な
む
」【
雑
色
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、
か
し
こ
く
し
て
、
ま
た
〳
〵
い
き
て
見
れ
ば
、
三
四
日
も
の

も
食
は
で
、
も
の
思
ひ
け
れ
ば
、
い
と
く
ち
お
し
く
息
も
せ
ず
。

「
い
か
ゞ
お
は
し
ま
す
」【
篁
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、

《
和
歌
》【
妹
】 
消
え
は
て
て
身
こ
そ
は
灰
に
な
り
は
て
め
夢
の
魂 

君
に
あ
ひ
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そ
へ

返
し
、

《
和
歌
》【
篁
】 

魂
は
身
を
も
か
す
め
ず
ほ
の
か
に
て
君
ま
じ
り
な
ば
な
に
に
か

は
せ
ん

と
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
を
言
ひ
て
泣
け
ど
、
答
へ
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、

「
死
ぬ
」【
篁
】

と
て
泣
き
騷
げ
ば
、
声
を
聞
き
て
、
と
【
解
き
】
あ
け
て
見
れ
ば
、
絶
へ
入
る

け
し
き
を
見
て
、
ま
ど
ゐ
出
て
、
ほ
か
の
家
に
去
に
け
り
。

　

親
出
で
て
の
ち
に
、
ゐ
で
、
率
て
入
り
て
、
見
れ
ば
、
死
に
て
臥
せ
り
。
泣

き
ま
ど
へ
ど
か
ひ
な
し
。

◆
第
五
章

　

◎ 

十
六
段
全
体
と
し
て
は
「
葬
送
・
招
魂
」
お
よ
び
「
法
華
経
供
養
・
亡
霊

譚
・
後
日
譚
」
＝
第
Ｉ
部
の
終
段

　
　
　

＊ 「
十
六
段
の
前
半
」は
二
次
的
段
階
の
構
想
に
よ
る
挿
入
か
。前
後
は

「
男
」だ
っ
た
呼
称
が「
兵
衛
佐
」の
章
段
と
同
じ「
兄せ
う
と」に
な
っ
て
い
る
。

　
　
○ 　
十
六
段
の
後
半
（
初
期
形
態
か
）（「
法
華
経
供
養
・
亡
霊
譚
・
後
日

譚
」）
＝
第
Ｉ
部
の
終
段

　

こ
の 

男
、
涙
つ
き
せ
ず
泣
く
。
そ
の
涙
を
硯
の
水
に
て
、
法
花
経
を
書
き

て
、
比
叡
の
三
味
堂
に
て
、
七
日
の
わ
ざ
し
け
り
。

　

そ
の
人
【
妹
の
霊
】、
七
日
は
な
し
は
て
て
も
、
ほ
の
め
く
こ
と
絶
え
ざ
り

け
り
。

　

三
年
す
ぎ
て
は
、
夢
に
も
、
た
し
か
に
見
え
ざ
り
け
り
。
な
を
悲
し
か
り
け

れ
ば
、
初
め
の
ご
と
し
て
な
ん
、
ま
か
せ
た
り
け
る
。
妻
に
も
寄
ら
で
、
ひ
と

り
な
ん
、
あ
り
け
る
。

　

Ａ
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
に
わ
た

る
）

　
　
　

Ａ
│
ⅱ　
第
Ⅱ
部
に
お
け
る
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」

■
第
Ⅱ
部

◆
第
六
章

○　
十
七
段　
（「
漢
詩
献
呈
」）
＝
第
Ⅱ
部
の
「
序
段
」

　

時
の
右
大
臣
の
む
す
め
賜
へ
と
、
文
を
お
も
し
ろ
く
作
り
て
、
内
に
参
り
給

と
て
、
御
車
よ
り
と
り
た
ま
ふ
と
に
、
つ
い
ふ
る
ま
い
て
、
奉
れ
た
ぶ
に
、
取

り
て
見
た
ま
ひ
、

【
右
大
臣
】「
う
け
給
り
ぬ
。
今
。
家
に
ま
か
り
て
、
御
返
聞
え
ん
」

と
の
給
。
大
学
に
入
り
に
け
り
。

○　
十
八
段　
（「
三
の
君
婚
姻
受
諾
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

殿
に
帰
り
て
、
御
女
三
人
お
は
し
け
り
。

　

大
君
に
、

〔
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「
し
か
〴
〵
の
こ
と
な
ん
、
あ
る
。
い
か
に
」【
右
大
臣
】

と
聞
え
給
へ
ば
、
怨
じ
て
、
泣
き
て
入
り
給
ぬ
。

　

中
君
、
同
じ
ご
と
聞
え
給
。

　

三
君
に
聞
え
た
ま
ふ
。

「
と
も
か
く
も
、
お
ほ
せ
ご
と
に
そ
、
従
は
め
」【
三
君
】

と
の
給
へ
ば
、
い
と
清
げ
に
寢
殿
作
り
て
、
よ
き
日
し
て
呼
び
給
。

○　
十
九
段　
（「
新
枕
と
三
日
の
儀
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

御
消
息
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
悲
し
う
、
橡
の
、
や
れ
困
じ
た
る
着
て
、
し
り

ゐ
た
る
沓
は
き
て
、
ふ
く
め
る
、
文
の
ち
ゝ
取
り
て
、
来
に
け
り
。
帳
の
う
ち

に
入
り
て
、
ま
づ
、
こ
の
文
巻
を
奉
れ
ば
、
取
り
給
は
ね
ば
、
篁
さ
し
て
い
け

ば
、
こ
の
君
、
皮
の
帯
を
取
り
て
、
引
き
と
め
給
へ
ば
、
と
ま
り
た
ま
ひ
に
け

り
。
こ
れ
を
か
い
ま
み
て
、
父
お
と
ゞ
、
見
た
ま
ひ
て
、

「
い
と
か
し
こ
く
し
つ
」【
右
大
臣
】　
　

 

【
◉
次
文
と
の
二
重
性
】

と
喜
び
た
ま
ふ
。

「
出
で
て
去
な
ま
し
。
い
か
に
、
人
聞
き
、
や
さ
し
か
ら
ま
し
。
い
と
か
し
こ

き
こ
と
な
り
」【
右
大
臣
】

と
喜
び
た
ま
ふ
。

　

三
日
の
夜
、
い
と
い
か
め
し
う
て
待
ち
給
。
た
ゞ
童
ひ
と
り
ぞ
、
具
し
給
け

る
。

　
　
　

＊
か
す
が
い
的
つ
な
ぎ
の
章
段　
○
第
七
章
二
十
段
・
二
十
一
段

（「
妹
亡
霊
譚
」）

◆
第
八
章

○　
二
十
二
段　
（「
篁
出
世
話
」・「
末
娘
致
福
譚
」
の
後
日
譚
）

　

こ
の
男
は
、
若
き
間
は
、
い
と
ね
ん
ご
ろ
に
あ
は
で
、
ほ
か
に
夜
が
れ
な
ど

も
し
け
り
。
な
り
出
で
て
、
宰
相
よ
り
も
上
に
な
り
に
け
り
。
こ
れ
な
ん
、
名

に
た
つ
篁
な
り
け
る
。
才
学
は
さ
う
に
も
い
は
ず
、
山
た
つ
る
こ
と
も
え
た
り

顏
、
こ
の
国
人
に
は
、
た
ら
ず
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
の
こ
ん
ま
う
の
ゝ
こ
て
【
こ

の
子
・
孫む

ま
ごの
子
ま
で
】、
か
く
歌
よ
ま
ぬ
は
な
か
り
け
り
。

　

聞
き
た
ま
は
ざ
り
し
姉
二
所
は
、
い
と
わ
ろ
き
人
の
妻
に
て
、
こ
の
御
徳
を

見
給
け
る
。
い
と
よ
く
な
り
出
で
け
れ
ば
、
こ
の
三
君
を
、
ま
た
二
つ
な
く
も

て
か
し
づ
き
奉
る
。

○ 　
二
十
三
段　
（「
回
顧
」
＝
学
生
評
と
新
旧
の
時
世
対
比
）
＝
第
Ⅱ
部
の
終

段
　

今
の
人
、
ま
さ
に
大
学
の
せ
う
を
、
む
こ
に
取
る
大
臣
も
あ
ら
む
や
。【
昔

の
人
は
】
た
ゞ
、
心
・
か
た
ち
・
才
お
と
り
【「
才
を
取
り
」】
給
な
る
べ
し
。

3
─
2�　
Ｃ
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
─
─
Ａ
の
本
篇
部
分
に
併
行
す
る
「
並
び

の
物
語
」
─
─

　

次
に
、
Ｃ
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
を
示
し
て
お
く
。
こ
の
5
章
段
だ
け
で
独

⎭⎬⎫

〔
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立
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
後
続
の
章
段
へ
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
認

め
ら
れ
な
い
（
後
続
章
段
と
の
設
定
上
の
若
干
の
関
連
性
は
安
部
（2020

）
参

照
）。
篁
の
人
称
は
「
男
」
か
ら
「
兄せ
う
と」

へ
変
更
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
も
、

「
さ
て
、
こ
の
」
を
あ
く
ま
で
、
前
後
と
つ
な
ぐ
た
め
の
つ
な
ぎ
の
挿
入
語
句

と
見
な
せ
ば
、
あ
た
か
も
独
立
し
た
物
語
の
冒
頭
部
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、
Ａ
の
本
篇
部
分
に
併
行
す
る
「
並
び
の
物
語
」
と
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
そ
の
五
段
の
前
半
部
に
あ
る
「
女
」
に
対
す
る
服
装
・
容
姿
に
関
す

る
描
写
（
左
記
の
本
文
波
線
箇
所
）
は
、
平
安
後
期
の
女
流
王
朝
物
語
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
詳
細
な
文
芸
的
描
写
に
な
っ
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
れ
は
、
こ
の
小
品
の
中
で
も
極
め
て
例
外
的
な
異
質
な
文
章
表
現
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
他
の
部
分
と
の
こ
の
よ
う
な
文
体
の
相
違
は
、

『
宇
津
保
物
語
』
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
そ
の
前
半
部
と
後
半
部
と
で
の

描
写
の
相
違
と
、
質
的
に
よ
く
似
た
差
異
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

（
安
部2018

・2019

）。

◆
第
二
章

○ 　

五
段　
（「
如
月
初
午
稻
荷
詣　
1
」）　
（「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
の
序
段
、

以
下
、
第
九
段
ま
で
「
兵
衛
佐
」
の
章
段
）

　

さ
て
、
こ
の
女
、
願
あ
り
て
、
如
月
の
初
午
に
、
稻
荷
に
詣
り
け
り
。

　

供
に
、
人
多
く
も
あ
ら
で
、
お
と
な
二
人
・
童
二
人
ぞ
、
あ
り
け
る
。
お
と

な
は
い
ろ
〳
〵
の
袿
、
二
人
は
同
じ
色
を
な
ん
、
着
た
り
け
る
。
君
は
、
綾
の

か
い
練
り
の
単
が
さ
ね
、
唐
の
う
す
も
の
の
桜
色
の
細
長
着
て
、
花
染
め
の
綾

の
細
長
を
り
て
ぞ
、
着
た
り
け
る
。
髮
は
う
る
は
し
く
て
、
た
け
に
一
尺
ば
か

り
あ
ま
り
て
、
頭
つ
き
い
と
清
げ
に
て
、
顏
も
あ
や
し
く
世
人
に
は
似
ず
、
め

で
た
く
な
ん
あ
り
け
る
。
男
の
童
三
四
人
、
さ
て
は
、
こ
の
兄せ

う
とと
ぞ
、
あ
り
け

る
。
ま
せ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
先
立
ち
を
く
れ
て
来
け
る
。

　

詣
で
ざ
ま
に
困
じ
に
け
れ
ば
、
兄
い
と
お
か
し
が
り
て
、

「
篁
に
か
ゝ
り
給
へ
」【
篁
】

と
て
寄
り
け
れ
ば
、

「
い
で
、
い
な
〳
〵
」【
妹
】

と
言
ひ
て
、
道
中
に
去
に
け
り
。

○ 　
六
段　
（「
如
月
初
午
稻
荷
詣　
1
」（
兵
衛
佐
と
の
和
歌
の
贈
答
）」　
贈

答　
2
首

　

さ
る
程
に
、
兵
衞
佐
ば
か
り
の
人
、
か
た
ち
清
げ
に
て
年
廿
ば
か
り
な
り
け

る
が
、
詣
で
あ
ひ
て
、
か
へ
さ
に
、
女
の
道
に
ゐ
た
る
、

「
あ
な
、
く
る
し
。
か
く
て
や
は
、
出
で
立
ち
給
へ
る
」【
佐
】

も
の
嫉
み
し
て
、
男
【
兵
衛
佐
】
申
に
、

「
か
し
は
車
作
り
て
、
こ
の
わ
た
り
な
る
木
さ
き
の
屛
に
す
へ
奉
ら
ん
。
女
の

身
に
は
大
王
、
み
か
ど
に
は
誰
を
か
を
と
」【
佐
】

と
言
ふ
程
に
暮
れ
ぬ
れ
ば
、【
兄
】
わ
り
ご
さ
が
し
て
食
は
せ
ん
と
す
る
に
、

こ
の
佐
を
や
り
す
ぐ
す
。
こ
の
男
、
休
む
や
う
に
て
、
降
り
て
、

　
《
和
歌
》【
佐
】 
人
知
れ
ぬ
心
た
ゞ
す
の
神
な
ら
ば
思
ふ
心
を
そ
ら
に
知
ら
な
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ん

返
し
、

　
《
和
歌
》【
妹
】
社
に
も
あ
だ
き
ね
す
ゑ
ぬ
石
神
は
知
る
こ
と
難
し
人
の
心
を

ま
た
も
お
こ
せ
け
れ
ど
、
こ
の
兄
、
い
そ
が
し
て
、
車
に
乗
せ
て
、
ゐ
て
去
ぬ
。

○　
七
段　
（「
兵
衛
佐
の
懸
想
文
と
和
歌
の
贈
答
）」）　
贈
答　
3
首

　

こ
の
佐
、
人
を
つ
け
て
、

「
い
づ
く
に
か
、
率
て
去
ぬ
る
」【
佐
】

と
見
せ
け
れ
ば
、

「
そ
の
家
」【
人
＝
童
】

と
見
て
け
り
。
あ
し
た
に
、
文
あ
り
。

【
消
息
】【
佐
】〖
神
の
教
へ
給
し
か
ば
な
む
、
さ
し
て
奉
る
。
か
の
石
神
の
御

も
と
に
て
、
今
日
あ
ら
ば
〗

文
を
【
女
が
】
取
り
入
れ
て
見
れ
ば
、
こ
の
兄
、
出
で
走
り
て
、

「
父
ぬ
し
聞
き
給
に
。
い
と
も
の
騷
が
し
う
。
こ
の
童
は
い
づ
く
か
ら
来
た
る

に
【
書
陵
部
本
「
来
た
る
ぞ
」】。
い
づ
れ
の
す
き
者
の
使
ひ
ぞ
」【
篁
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
御
文
は
奉
ら
せ
つ
れ
ど
、
昨
日
い
ま
せ
し
ぬ
し
の
、『
い
づ
れ
の
使
ひ
ぞ
』

【
兄
＝
篁
】
と
の
給
を
、
う
ち
か
ら
は
翁
び
た
る
声
に
て
、『
な
に
ご
と
ぞ
』

【
親
＝
父
主
】
な
ど
の
給
つ
れ
ば
、
わ
づ
ら
は
し
さ
に
な
む
、
参
で
来
ぬ
る
」

【
童
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
と
う
め
の
童
や
」【
佐
】

と
言
ひ
て
、
ま
た
の
あ
し
た
に
、

【
消
息
】【
佐
】〖
昨
日
の
御
返
。
た
び
〳
〵
、
い
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。
こ
の
童

の
、
あ
と
は
か
な
く
て
参
で
来
に
し
か
ば
。

　
《
和
歌
》【
佐
】 

あ
と
は
か
も
な
く
や
あ
り
に
し
濱
千
鳥
お
ぼ
つ
か
な
み
に
騷

ぐ
と
こ
ろ
か
【「
こ
ゝ
ろ
か
」】　

〗

　

こ
の
兄
、
大
学
に
出
で
に
け
り
。
樋
洗
童
、
取
り
入
れ
て
奉
る
。
文
を
も
取

り
、

「
大
学
の
ぬ
し
も
ふ
み
つ
く
る
【
ぬ
し
も
ぞ
見
つ
く
る
】。
近
か
ら
ん
、
人
の
家

に
す
ゑ
よ
」【
妹
】

と
て
、

『
昨
日
も
見
し
か
ど
も
、
い
さ
や
』【
妹
】

　
《
和
歌
》【
妹
】 

た
ま
ぼ
こ
の
道
交
ゐ
な
り
し
君
な
れ
ば
あ
と
は
か
も
な
く
な

る
と
知
ら
ず
や

見
て
、

『
ざ
れ
た
る
べ
き
人
か
な
。
う
た
て
、
ま
が
〳
〵
し
う
も
い
り
た
る
か
な
。
い

か
に
言
は
ま
し
』【
佐
】

と
思
ふ
。
時
【
時
の
】、
大
納
言
の
子
な
り
け
り
。

【
消
息
】【
佐
】〖
あ
と
は
か
も
な
し
と
、
誰
も
。
道
に
こ
そ
ゐ
給
へ
り
し
か
。

　
《
和
歌
》【
佐
】 

し
ば
〳
〵
に
あ
と
は
か
な
し
と
言
ふ
こ
と
も
同
じ
道
に
は
又

も
あ
ひ
な
ん　

〗
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○　
八
段　
（「
兵
衛
佐
の
消
息
と
篁
の
妨
害
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

ま
た
、
こ
れ
を
れ
い
の
童
、
も
て
来
た
り
。
兄せ
う
と、
道
に
さ
し
あ
ひ
て
、

「
今
こ
れ
よ
り
」【
篁
】

と
言
ひ
て
、
や
り
て
け
り
。

「
か
く
」【
童
】

な
ど
言
へ
ば
、

「
れ
い
の
、
心
肝
も
な
き
童
か
な
。
先
に
け
し
き
あ
し
う
言
ひ
け
む
人
に
や
、

取
ら
す
べ
き
。
こ
の
稲
荷
に
て
、
ま
な
ら
ひ
も
の
し
げ
に
思
へ
り
し
者
ぞ
や
。

男
よ
り
の
も
の
ぞ
や
。
そ
も
そ
も
、
御
返
」【
佐
】

と
り
て
や
り
つ
。

『
御
返
り
に
く
し
』【
篁
】

と
思
ふ
も
の
ゝ
や
う
に
、
兄
、
出
で
あ
ひ
て
、

「
御
文
奉
り
給
人
は
、
夜
べ
男
に
ぬ
す
ま
れ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
求
め
に
ゆ
く
を
。

も
し
、
こ
の
御
文
給
へ
る
人
と
も
知
ら
ず
。
う
ち
率
て
い
け
」【
篁
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、
し
り
へ
答
ゑ
に
答
へ
て
、
走
り
に
け
り
。

『
さ
も
あ
ら
ん
』【
佐
】

と
思
ひ
て
、
文
も
や
ら
ず
な
り
に
け
り
。
女
、
兄
の
は
か
り
た
る
と
は
知
ら
で
、

『
あ
や
し
う
を
と
づ
れ
ぬ
』【
妹
】

と
思
を
り
。

○　
九
段　
（「
篁
・
妹
口
争
い
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

こ
の
兄
、
れ
い
の
ご
と
あ
る
な
り
。

「
道
あ
ひ
の
、
知
り
も
知
ら
ぬ
人
に
、
文
か
よ
は
し
懸
想
じ
給
、
人
の
御
心
こ

そ
あ
り
け
れ
。
か
の
人
は
、
御
妻
に
や
が
て
あ
は
せ
奉
ら
ん
。
仲
人
こ
そ
よ
か

ら
め
。
ゆ
る
さ
れ
た
ま
は
で
は
、
不
用
ぞ
」【
篁
】

な
ど
言
ひ
け
れ
ば
、

「
な
で
う
、
目
に
か
つ
か
ん
。
い
か
に
知
り
て
か
、
と
も
か
う
も
思
は
ん
」

【
妹
】

「
世
を
知
ら
ざ
ら
ん
人
は
、
さ
や
う
に
も
言
は
で
こ
そ
あ
ら
め
。
見
つ
か
ず
の

御
あ
り
さ
ま
や
。
心
う
し
と
。
思
は
ず
な
り
」【
篁
】

な
ど
言
へ
ば
、
妹
い
と
お
し
う
て
、

「
な
に
か
、
目
に
ち
か
ざ
ら
ん
人
を
、
し
ひ
も
見
給
へ
と
、
思
は
ん
」【
妹
】

と
て
、
入
り
に
け
り
。

3
─
3　
Ｂ
「
妹
亡
霊
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
の
続
編
部
）

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
部
分
と
し
て
は
独
立
し
て
い
る
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
と

を
つ
な
い
で
い
る
、「
つ
な
ぎ
の
章
段
」
と
し
て
の
「
妹
亡
霊
譚
」
の
部
分
を

示
し
て
お
く
。

　

第
Ⅰ
部
の
十
五
段
・
十
六
段
前
半
、
お
よ
び
、
第
Ⅱ
部
の
二
十
・
二
十
一
段

が
該
当
す
る
。
こ
の
う
ち
、
十
六
段
前
半
は
、
十
六
段
後
半
に
対
し
て
や
や
別

の
文
体
を
も
っ
て
お
り
（
人
称
が
「
兄
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
）、
少
し
の
ち

の
段
階
に
追
記
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
箇
所
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
十
六
段
前
半
部
分
は
、
十
六
段
の
後
半
部
分
に
対

し
て
、
そ
の
人
称
「
兄
」
へ
の
回
帰
や
、
四
十
九
日
供
養
の
時
間
的
前
後
関
係
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（「
七
日
の
わ
ざ
し
け
り
」
の
前
に
「
二
七
日
、
三
七
日
」
供
養
の
記
述
が
既
に

あ
る
）
か
ら
見
る
と
、
後
半
部
よ
り
も
多
少
後
日
に
追
加
挿
入
さ
れ
た
、
未
整

理
部
分
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
（
安
部
（2021

）
参
照
）。

　
3
│
3 
│
⑴　
つ
な
ぎ
の
章
段
の
第
Ⅰ
部
部
分
＝
「
妹
の
招
魂
と
亡
霊
」

（
十
五
段
・
十
六
段
前
半
）

　

こ
の
十
六
段
前
半
の
み
、
前
段
か
ら
の
「
泣
く
・
涙
」
表
現
が
一
度
断
絶
し

て
ま
っ
た
く
現
れ
な
く
な
る
。
加
え
て
、「
男
」
だ
っ
た
呼
称
が
「
せ
う
と
」

へ
と
回
帰
し
、
変
化
す
る
。
葬
儀
・
供
養
の
表
現
で
も
、
十
六
段
後
半
と
の
時

間
的
不
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
安
部
（2020

）
参
照
）。
十
六
段
後
半

に
対
す
る
追
加
挿
入
部
分
か
。

◆
第
四
章

○　
十
五
段　
（「
妹
の
招
魂
と
亡
霊
」）　
贈
答　
2
首

　

そ
の
日
の
よ
う
さ
り
、
火
を
ほ
の
か
に
か
き
あ
げ
て
、
泣
き
臥
せ
り
。
あ
と

の
か
た
、
そ
ゝ
め
き
け
り
。
火
を
消
ち
て
見
れ
ば
、
そ
ひ
臥
す
心
ち
し
け
り
。

死
に
し
妹
の
声
に
て
、
よ
ろ
ず
の
悲
し
き
こ
と
を
言
ひ
て
、
泣
く
声
も
言
ふ
と

も
、
た
ゞ
そ
れ
な
り
け
れ
ば
、
も
ろ
と
も
に
語
ら
ひ
て
、
泣
く
〳
〵
さ
ぐ
れ
ば
、

手
に
も
さ
は
ら
ず
、
手
に
だ
に
あ
ら
ず
。
ふ
と
こ
ろ
に
か
き
入
れ
て
、
わ
が
身

の
な
ら
ん
や
う
も
し
ず
、
臥
さ
ま
ほ
し
き
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

　
　
《
和
歌
》【
篁
】 

泣
き
流
す 

涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
さ
ら
ぬ
あ
は
の
山
か

へ
る

女
、
返
し
、

　
　
《
和
歌
》【
妹
】 

常
に
寄
る
し
ば
し
ば
か
り
は
泡
な
れ
ば
つ
い
に
溶
け
な
ん

こ
と
ぞ
悲
し
き

と
い
ふ
程
に
、
夜
の
あ
け
に
け
れ
ば
、
な
し
。

◆
第
五
章

○ 　
十
六
段
の
前
半
（
後
半
部
分
よ
り
後
段
階
で
の
挿
入
か
）（「
葬
送
・
招

魂
・
七
日
供
養
」）
＝
第
Ｉ
部
の
終
段

　

親
は
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
と
か
く
お
さ
む
る
こ
と
は
、
た
ゞ
、
こ
の
兄せ

う
と

ぞ
、
し
け
る
。 

【
◉
次
文
と
の
二
重
性
】

　

人
は
み
な
す
て
て
ゆ
き
に
け
れ
ば
、
た
ゞ
、
こ
の
兄
、
従
者
三
四
人
・
学
生

一
人
し
て
、
こ
の
女
を
死
に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ
て
、
花
・
香
た
き

て
、
遠
き
所
に
、
火
を
と
も
し
て
ゐ
た
れ
ば
、
こ
の
魂
な
ん
、
夜
な
〳
〵
来
て

語
ら
ひ
け
る
。

　

三
七
日
は
、
い
と
あ
ざ
や
か
な
り
。

　

四
七
日
は
、
と
き
〴
〵
見
え
け
り
。
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3
│
3 
│
⑵　
つ
な
ぎ
の
章
段
の
第
Ⅱ
部
部
分
＝
「
亡
霊
譚　
（
続
）」「「
新

妻
と
の
亡
霊
問
答
」（
二
十
段
・
二
十
一
段
）

◆
第
七
章

○　
二
十
段　
（「
亡
霊
譚　
（
続
）」）　
和
歌　
1
首

　

さ
て
、
こ
の
こ
ろ
、
妹
の
あ
り
し
屋
に
い
き
た
り
け
れ
ば
、
い
と
悲
し
か
り

け
れ
ば
、
寝
に
け
り
。
妹
、

　
　
《
和
歌
》【
妹
】 

見
し
人
に
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
お
ぼ
つ
か
な
も
の
忘
れ
せ
じ

と
思
ひ
し
も
の
を

と
言
ひ
け
れ
ば
、
か
の
殿
に
も
い
か
に
て
ぞ
、
泣
き
を
り
け
る
。

○　
二
十
一
段　
（「
新
妻
と
の
亡
霊
問
答
」）　
贈
答　
2
首

　

久
し
う
【
男
】
来
ね
ば
、

　

大
臣
殿
、『
あ
や
し
』

と
思
し
た
り
け
り
。

　

七
日
ば
か
り
あ
り
て
、【
男
】
来
た
り
。

　
　
「
な
ど
か
、
見
え
給
ざ
り
け
る
」【
右
大
臣
】

と
の
た
ま
へ
ば
、
す
な
を
な
り
け
る
人
に
て
、
こ
と
か
く
し
て
言
ひ
け
れ
ば
、

　

妻
、「
い
と
あ
る
べ
か
し
き
こ
と
に
て
、
あ
は
れ
の
こ
と
や
。
わ
が
た
め
に

も
、
さ
ら
ず
は
お
は
せ
め
、
わ
い
て
も
こ
そ
は
、
む
か
し
人
は
、
心
も
か
た
ち

も
、
さ
も
の
し
給
け
れ
ば
こ
そ
、
年
を
へ
て
、
え
忘
れ
が
た
く
し
給
ら
め
。
さ

る
人
を
見
た
ま
ひ
け
ん
に
、
言
ひ
知
ら
で
見
え
奉
る
よ
。
後
世
い
か
な
ら
ん
。

　
　
《
和
歌
》【
妻
】 

あ
か
ず
し
て
す
ぎ
け
る
人
の
魂
に
生
け
る
心
を
見
せ
た
ま

ふ
ら
ん

あ
な
、
は
づ
か
し
」【
妻
】

と
の
給
に
、

　

男
、「
な
に
か
、
そ
れ
は
思
し
め
す
。
か
く
て
は
、
は
て
は
え
知
し
め
さ
じ
。

御
魂
の
あ
る
や
う
も
見
る
べ
く
、
こ
ゝ
ろ
み
に
さ
へ
、
な
り
給
は
ぬ
」【
篁
】

と
て
、《

和
歌
》【
篁
】 「
別
れ
な
ば
を
の
が
さ
ま
〴
〵
な
り
ぬ
と
も
お
ど
ろ
か
さ

ね
ば
あ
ら
じ
と
ぞ
思

出
で
て
ま
か
り
し
を
、
引
き
と
ゞ
め
て
、
今
日
ま
で
、
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
。

う
る
さ
し
か
し
」

と
言
ひ
け
る
。

3
─
4�　
ひ
と
つ
の
章
段
か
ら
な
る
挿
入
的
小
話
ｄ
「
師
走
の
月
夜
」
章
段
と

ｅ
「
春
の
橘
」
章
段

　

次
に
、
挿
入
的
章
段
と
言
え
る
ひ
と
つ
の
章
段
か
ら
な
る
一
場
面
を
取
り
上

げ
る
。
ど
ち
ら
も
、
あ
た
か
も
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
「
歌
物
語
」
の
一
章
段

を
読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
3
│
4
│
⑴　
ｄ
「
師
走
の
月
夜
」
章
段

　

こ
の
章
段
の
「
師
走
の
月
」
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
（1965

）
は
「
師
走
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の
月
」
が
忌
む
べ
き
対
象
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
当
時

の
「
十と
お

列つ
ら

」
的
な
事
例
を
挙
げ
る
「
類
纂
」
的
章
段
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
　

■
第
Ⅰ
部　
　
◆
第
一
章

　

○ 　
三
段　
（「
師
走
の
月
夜
」）　
贈
答　
2
首
（
末
尾
の
「
入
り
に
け
り
。」

は
同
文
で
合
計
3
例
も
現
れ
る
（
第
Ⅰ
部
九
段
・
第
Ⅱ
部
十
七
段
）
が
、

い
ず
れ
も
A
「
漢
文
の
学
」
で
は
な
い
章
段
部
分
で
あ
る
。）

　

師
走
の
も
ち
ご
ろ
、
月
い
と
あ
か
き
に
、
物
語
し
け
る
を
、
人
見
て
、

　
　
「
誰
ぞ
。
あ
な
、
す
さ
ま
じ
。
師
走
の
月
夜
と
も
あ
る
か
な
」

と
言
ひ
け
れ
ば
、

《
和
歌
》【
篁
】 

春
を
待
つ 

冬
の
か
ぎ
り
と
思
ふ
に
は
か
の
月
し
も
ぞ
あ

は
れ
な
り
け
る

返
し
、《

和
歌
》【
妹
】 

年
を
へ
て 

思
ふ
も
あ
か
じ
こ
の
月
は
み
そ
か
の
人
や
あ

は
れ
と
思
は
む　
【
一
説
＝
詠
み
手
を
「
人
」
と
見
る
】

　

か
く
言
ふ
程
に
、
夜
ふ
け
に
け
れ
ば
、

　
　
「
人
う
た
て
見
ん
も
の
」【
妹
】

と
て
、
入
り
に
け
り
。

　

男
は
、
曹
司
に
と
み
に
も
入
ら
で
、
う
そ
ぶ
き
あ
り
き
け
り
。

　
3
│
4
│
⑵　
ｅ
「
春
の
橘
」
章
段

　

こ
の
章
段
に
お
け
る
「
二
三
」
個
の
「
橘
」
の
実
を
持
ち
帰
る
説
話
に
は
、

仁
平
道
明
（1995

）
は
中
国
の
説
話
の
典
拠
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

■
第
Ⅰ
部　
　
◆
第
四
章

　

○　
十
二
段　
　
（「
春
の
橘
」）　
贈
答　
2
首　
（
人
称
「
兄
」
の
章
段
）

　
「
れ
い
の
、
さ
は
り
せ
ず
」【
人
々
】

な
ど
、
う
た
て
あ
る
け
し
き
を
見
て
、
人
々
言
ふ
。

こ
の
兄せ

う
と

も
、

　
　
『
い
と
を
し
』【
篁
】

と
見
て
、
春
の
こ
と
に
や
あ
り
け
ん
、
も
の
も
食
は
で
、
は
な
か
う
じ
・
橘
を

な
む
、
ね
が
ひ
け
る
。
知
ら
ぬ
程
は
、
親
求
め
て
食
は
せ
、
兄
、
大
学
の
あ
る

じ
す
る
に
、

　
　
『
み
な
取
ら
ま
ほ
し
』【
篁
】

と
思
ひ
け
れ
ど
、
二
三
ば
か
り
、
た
ゝ
み
紙
に
入
れ
て
、
取
ら
す
。

《
和
歌
》【
篁
】 

あ
だ
に
散
る
花
橘
の
に
ほ
ひ
に
は
緑
の
衣き
ぬ

の
香
こ
そ
ま
さ

ら
め

【
消
息
】【
篁
】〖
こ
れ
を
き
こ
し
め
す
な
れ
ば
な
ん
。〗

　

返
事
に
、

【
消
息
】【
妹
】〖
御
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
け
れ
ば
な
ん
、

《
和
歌
》【
妹
】 

似
た
り
と
や
花
橘
を
か
ぎ
つ
け
れ
ば
緑
の
香
さ
へ
う
つ
ら
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ざ
り
け
り　

〗

　

こ
れ
ら
三
段
、
十
二
段
に
は
、
い
わ
ば
話
の
典
拠
と
い
え
る
も
の
が
あ
る
章

段
と
い
う
点
で
共
通
点
が
あ
る
。
漢
籍
等
の
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
章
段
は
、

第
Ⅰ
部
の
初
期
構
想
部
分
（
テ
ー
マ
A
）
よ
り
も
、
む
し
ろ
挿
入
部
や
第
Ⅰ
部

後
半
、
第
Ⅱ
部
の
方
に
偏
在
し
て
い
る
。

3
─
5　
末
尾
の
一
文
の
異
質
性　
（
安
部
（2021

））

　

第
Ⅱ
部
8
章
の
二
十
三
段
の
最
末
尾
部
に
、
次
の
一
文
が
あ
る
。

　

□
□
又
、
あ
ら
じ
か
し
□
か
や
う
に
思
ひ
て
、
文
作
る
人
は
。

　

こ
の
一
文
は
、
次
の
よ
う
な
特
異
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

○
水
戸
彰
考
館
本
の
甲
本
・
乙
本
共
に
、
こ
の
□
□
個
所
に
2
文
字
分
の
空
白

が
あ
る
。

○
同
写
本
の
改
行
部
分
（「
あ
ら
じ
か
し
」
で
改
行
）
の
最
下
部
に
も
、
他
の

改
行
位
置
最
下
部
に
は
見
ら
れ
な
い
不
要
な
（
余
剰
の
）
余
白
が
一
文
字
分

あ
る
。

○
「
あ
ら
じ
か
し
」
の
「
し
」
の
変
体
仮
名
「
新
」
は
同
写
本
の
仮
名
「
し
」

（
之
、
志
）
の
う
ち
、
唯
一
例
外
的
に
「
新
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
や
、
安
部
（2018. 3

）
で
の
『
伊
勢
物
語
』
四
十
段
で
の
考

察
、
安
部
（2021

）
で
の
変
体
仮
名
の
使
用
字
母
の
考
察
と
も
合
わ
せ
て
検
討

す
る
と
、
こ
の
一
文
の
み
は
、
何
ら
か
の
後
日
の
段
階
に
お
け
る
挿
入
箇
所
で

あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

4　
場
面
Ａ
Ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
の
着
想
の
前
後
関
係

　

章
段
の
テ
ー
マ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ご
と
に
、
該
当
す
る
章
段
を
示
し
て
き
た
。

「
3
│
1
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
）」
に
て
、

Ａ
の
次
の
部
分
だ
け
を
つ
な
い
で
読
ん
で
も
、
こ
の
物
語
の
主
題
（
安
部

（2021

））
に
、
大
き
な
影
響
が
な
く
、
そ
こ
だ
け
で
も
、
作
品
を
解
釈
可
能
で

あ
る
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。

　

Ａ
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
に
わ
た

る
）

　
　

Ａ
│
ⅰ　
第
Ⅰ
部
に
お
け
る
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」

　
　

Ａ
│
ⅱ　
第
Ⅱ
部
に
お
け
る
「「
漢
学
・
漢
文
の
学
」
の
教
養
譚
」

　

こ
の
Ａ
の
部
分
が
、
初
期
構
想
（
第
一
次
構
想
）
部
分
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
と
を
内
容
的
に
連
続
す
る
話
し
と
し
て
つ

な
ぐ
た
め
に
、
両
方
に
「
か
す
が
い
型
」
に
挿
入
さ
れ
た
「
つ
な
ぎ
の
章
段
」

と
し
て
、
Ｂ
「
妹
亡
霊
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
の
続
編
部
）
が
着
想
さ

れ
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
Ｂ
「
妹
亡
霊
譚
」
の
発
想
と
、「
並
び
の
章
段
」
と
し
て
の
Ｃ
「
兵
衛

佐
横
恋
慕
譚
」
の
着
想
と
の
、
い
ず
れ
が
先
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
は
、
残
さ
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れ
た
作
品
の
表
現
か
ら
は
ま
だ
判
然
と
し
な
い
。
本
文
の
表
現
を
さ
ら
に
検
討

す
る
余
地
は
あ
る
。

　

単
独
章
段
か
ら
な
る
挿
入
的
小
話
と
み
な
せ
る
ｄ
「
師
走
の
月
夜
」
章
段
と
、

ｅ
「
春
の
橘
」
章
段
が
着
想
さ
れ
た
段
階
に
つ
い
て
も
、
Ｂ
、
Ｃ
と
も
含
め
て
、

そ
の
前
後
関
係
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
、
ｄ
「
師
走
の
月
夜
」
に
つ
い
て
は
、
末
尾
の
贈
答
歌
直
後
の

「
か
く
」
の
使
用
法
が
、
前
後
の
Ａ
の
章
段
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
Ａ
の
着
想
段
階
と
ほ
ぼ
同
時
に
文
章
化
さ
れ
た
章
段
で
あ
る
と

み
な
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

各
場
面
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。

　

総
合
的
に
は
、
本
編
が
2
部
構
成
で
あ
り
、
そ
の
2
つ
を
つ
な
ぐ
「
つ
な
ぎ

の
章
段
」
が
あ
り
、
第
Ⅰ
部
に
は
併
行
し
て
い
る
「
並
び
の
章
段
」
が
あ
り
、

そ
の
ほ
か
逸
話
的
小
話
が
2
篇
挿
入
さ
れ
て
い
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

平
安
前
期
と
い
う
早
い
時
期
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
2
部
構
成
、「
並
び

の
章
段
」、「
つ
な
ぎ
の
章
段
」
と
い
う
複
層
的
構
造
を
も
つ
物
語
が
着
想
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
複
雑
な
構
造
の
物
語
の
発
想
と
し
て
、
極
め
て

興
味
深
い
作
品
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

5　
お
わ
り
に

　
『
篁
物
語
』
の
章
段
の
構
造
を
分
析
し
て
き
た
。

　
『
篁
物
語
』
は
、〝
二
部
構
成
で
、「
並
び
の
章
段
」、
お
よ
び
、
前
半
と
後
半

と
を
か
す
が
い

0

0

0

0

型
に
つ
な
い
で
い
る
「
つ
な
ぎ
の
章
段
」
を
も
っ
て
い
る
複
層

構
造
〞
を
成
し
て
い
る
複
雑
な
構
成
を
成
す
最
古
の
文
芸
作
品
で
あ
る
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
平
安
前
期
と
い
う
成
立
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
二
部
構
成
を
成
す
点
で

は
『
宇
津
保
物
語
』
よ
り
も
古
く
、『
源
氏
物
語
』
が
複
数
部
構
成
（
三
部
構

成
）
で
、
か
つ
併
行
す
る
帖
（
巻
）（「
紫
上
」
系
と
「
玉
鬘
」
系
と
の
併
存
）

を
も
ち
、
ま
た
併
行
し
て
進
む
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ
こ
と
と
も
極
め
て
類
似
し
、

な
お
か
つ
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
物
語
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
宇
津
保
物
語
』
と
は
原
作
者
（
源
順
）
と
の
関
係
か
ら
、
ま
た
、『
源
氏
物

語
』
と
は
『
源
氏
物
語
』
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
二
作
品
の
構
造
と

の
詳
細
な
比
較
が
今
後
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
、『
篁
物
語
』『
宇
津
保

物
語
』
の
創
作
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
源
順
を
含
む
い
わ
ゆ
る
河
原
院

沈
倫
歌
人
達
と
紫
式
部
と
の
関
係
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
新
た
な
調
査

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、『
篁
物
語
』
の
作
者
は
、
平
安
前
期
成
立

と
い
う
早
い
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
構

造
を
着
想
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
短
編

に
も
関
わ
ら
ず
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
漢
籍
（
中
国
作
品
）
が
多
く
指
摘
さ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
複
層
構
造
そ
の
も

の
も
、
中
国
の
何
ら
か
の
文
学
作
品
か
ら
学
び
取
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
。
類
似
構
造
を
も
つ
中
国
作
品
を
探
索
す
る
こ
と
も
、
残
さ
れ
た
課
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題
で
あ
る
。

　
　
　

＊
＊
＊
＊

【
参
考
資
料
】　　
『
篁
物
語
』
の
章
段
構
成　
全
文
（
2 

0 

2 

2
年
版
）

　

い
わ
ゆ
る
前
半
・
後
半
な
い
し
第
1
部
・
第
2
部
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
2
部

構
成
を
踏
襲
し
（
本
稿
で
は
、
第
Ⅰ
部
、
第
Ⅱ
部
と
表
記
す
る
）、
ま
た
、
菊

田
（1964

）
な
ど
に
お
け
る
、
第
1
部
を
5
段
、
第
2
部
を
3
段
と
す
る
構
成

も
踏
襲
し
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
の
下
位
区
分
を
次
の
よ
う
に
23
段
と
し
た
。

　

■
部
│
│
2
部
構
成
（
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
）、

　

◆
章
│
│
8
章
構
成
（
第
Ⅰ
部
内
は
第
1
章
〜
第
5
章
の
5
章
構
成
、
第
Ⅱ

部
内
は
第
6
章
〜
第
8
章
の
3
章
構
成
）

　

○
段
│
│
23
段
構
成
（
各
章
内
を
さ
ら
に
下
位
に
細
分
し
て
次
の
よ
う
に
、

23
段
と
し
た
。）

　
　
　
　
　

第
1
章
＝
4
段
、
第
2
章
＝
5
段
、
第
3
章
＝
2
段
、
第
4
章
＝

4
段
、
第
5
章
＝
1
段

　
　
　
　
　

第
6
章
＝
3
段
、
第
7
章
＝
2
段
、
第
8
章
＝
2
段

　
　

▲
│
│
段
の
う
ち
、
2
次
的
構
想
部
分
の
可
能
性
を
示
す
。
凡
例
参
照
。

　
『
篁
物
語
』
の
本
文
を
、
具
体
的
に
、
3
節
に
示
し
た
2
部
（
■
マ
ー
ク
）、

8
章
（
◆
マ
ー
ク
）、
23
段
（
○
マ
ー
ク
）
に
区
分
し
て
提
示
す
る
。

　

な
お
、
念
の
た
め
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
本
作
品
を
、
他
の
「
歌
物
語
」
と

同
じ
よ
う
に
し
て
章
段
分
け
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
図
で
は
な
い
。
こ
の
作

品
の
作
り
手
の
意
図
と
作
品
の
構
成
や
文
章
表
現
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
の
、

比
喩
的
に
言
え
ば
、
い
わ
ば
展
開
図
、
見
取
り
図
の
よ
う
な
も
の
と
言
え
よ
う

か
。

　
『
篁
物
語
』
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
彰
考
館
本
）
を
も
と
と

し
、
便
宜
的
に
漢
字
・
ル
ビ
ほ
か
表
記
等
を
改
め
た
個
所
が
あ
る
。
補
助
記
号

の
凡
例
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

補
助
記
号　
凡
例　

▲
＝
＝ 

段
の
う
ち
2
次
的
段
階
で
の
構
想
や
挿
入
と
考
え
ら
れ
た
部
分

を
試
論
と
し
て
示
す
。
そ
れ
以
外
の
段
よ
り
も
本
文
を
2
文
字

下
げ
て
示
し
て
あ
る
。

◉
＝
＝ 

前
後
の
部
分
に
ほ
ぼ
同
文
か
類
似
す
る
表
現
が
あ
り
、
た
と
え

ば
一
次
稿
と
二
次
稿
と
の
併
記
残
存
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
部

分
。

「　
」
＝
発
話
・
会
話
部
分
。

『　
』
＝
心
話
（
心
内
語
）
部
分
。

〖　
〗
＝
消
息
部
分
（
そ
の
中
に
和
歌
を
挟
む
場
合
も
あ
る
）

《
和
歌
》
＝
和
歌
の
部
分
を
示
す
。

四
角
の
枠
付
け
語
句
＝
こ
の
・
か
く
・
さ
て
・
れ
い
等
。
段
落
・
場
面
の

切
り
替
え
部
分
の
冒
頭
に
現
れ
る
指
示
詞
・
接
続
詞
等
お
よ
び
段
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落
・
場
面
の
終
り
近
く
の
一
文
に
現
れ
る
表
現
等
を
囲
み
枠
で
示
し

た
。
他
の
例
＝
そ
の
、
か
か
る
、
〜
ば
等
。

【　
】
＝
本
稿
執
筆
者
注
記
部
分
（
発
話
・
心
話
の
主
体
、
表
記
ほ
か
補

注
な
ど
）。

段
番
号
の
あ
と
の
記
載
1
「
場
面
名
」
＝
各
章
段
毎
に
仮
に
場
面
名
を
付

け
た
（
例
、「
師
走
の
月
夜
」）。

段
番
号
の
あ
と
の
記
載
2
【
贈
答
／
発
話
・
心
話
】
＝
歌
が
中
心
の
章
段

で
は
歌
数
を
示
し
た
（
贈
答
歌
で
あ
れ
ば
贈
答
と
し
た
）。
会
話
・

心
話
を
中
心
と
し
た
展
開
の
章
段
で
は
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

と
示
し
た
。

和
歌
の
傍
線
部
＝
贈
答
歌
で
は
、
相
互
に
、
同
語
・
同
義
語
・
類
義
語
、

縁
語
、
類
似
す
る
表
現
な
ど
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
密
接
な
関
係

を
も
つ
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
関

連
表
現
に
傍
線
を
付
し
た
。
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
で
既
に
言
及
が

あ
り
、
三
浦
（2000

）
で
は
第
Ⅰ
部
の
和
歌
の
み
を
対
象
に
し
て
詳

し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
三
浦
（2000

）
を
参
考
と
し
つ
つ
も
傍
線

語
彙
は
加
除
し
、
和
歌
の
組
合
せ
の
切
れ
目
も
三
浦
に
従
わ
な
か
っ

た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、
贈
答
形
式
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
も
そ

の
よ
う
な
語
彙
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
前
後
の
和
歌
が
あ
り
（
井
野

葉
子
（2011

）
が
指
摘
す
る
3
首
）、
ま
た
、
同
語
・
類
義
語
が
無

い
場
合
で
も
既
存
の
和
歌
を
媒
介
と
し
て
、
あ
る
い
は
縁
語
の
連
環

に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
和
歌
（
三
浦
（2000

）
に
解
説
あ
り
）

も
あ
る
。

太
線
部
＝
十
四
段
〜
十
六
段
の
太
線
の
「
泣
く
・
涙
」
の
語
彙
と
表
現
は
、

『
古
今
和
歌
集
』
八
二
九
番
歌
と
の
関
連
が
強
い
部
分
を
示
す
（
安

部
（2021

））。

空
の
行
＝
ひ
と
つ
の
章
段
の
中
で
も
、
場
面
展
開
や
内
容
上
、
あ
る
い
は
、

文
章
構
成
上
（
例
え
ば
、
地
の
文
か
ら
会
話
中
心
の
文
章
へ
と
展
開

す
る
等
）、
小
さ
な
区
切
り
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
空
行
を
挿
入
し

た
。

『
篁
物
語
』
│
│
文
章
構
成
の
解
釈
試
案
│
│

■
第
Ⅰ
部

◆
第
一
章

○　
一
段　
（
序
段
）　　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

親お
や

の
、
い
と
よ
く
か
し
づ
き
け
る
、
人
の
む
す
め
、
あ
り
け
り
。

　

女
の
す
る
ざ
え
【
才
】
の
か
ぎ
り
し
つ
く
し
て
、
今い

ま

は

『
書ふ
み

【
書
物
・
漢
文
】
読
ま
せ
ん
』【
親
】

と
て
、

『
博は

か

士せ

に
は
む
つ
ま
じ
か
ら
ん
人
を
せ
ん
』【
親
】

と
て
、
異
【
こ
と
は
ら
】
腹
の
子こ

の
、
大
学
の
衆し
う

に
て
あ
り
け
り
、
異
腹
な
り
け
れ
ば
、
う
と

く
て
、
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「
あ
ひ
見
ず
」【
妹
】

な
ど
あ
り
け
れ
ど
、

「
知し

ら
ぬ
人
よ
り
は
」【
親
】

と
て
、
す
だ
れ
越
し
に
、
几
帳
た
て
て
ぞ
、
読
ま
せ
け
る
。

○　
二
段　
（「
妹
の
家
庭
教
師
」）　
贈
答　
5
首

　

こ
の
男
、
い
と
お
か
し
き
さ
ま
を
見
て
、
す
こ
し
馴
れ
ゆ
く
ま
ゝ
に
、
顏
を

見
え
物
語
な
ど
も
し
て
、
文
の
て
【
点
カ
】
と
い
ふ
も
の
を
取
ら
せ
た
り
け
る

を
、
見
れ
ば
、
か
く
ひ
ち
【
角
筆
】
し
て
、
一
首
を
な
ん
、
書
き
た
り
け
る
。

　
〖《
和
歌
》【
篁
】
な
か
に
ゆ
く
吉
野
の
河
は
あ
せ
な
な
ん
妹
背
の
山
を
越
ゑ

て
見
る
べ
く　

〗

と
あ
り
け
れ
ば
、

『
か
ゝ
り
け
る
』【
妹
】

と
心
づ
か
い
し
け
れ
ど
、

『
な
さ
け
な
く
や
は
』【
妹
】

と
て
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

妹
背
山
か
げ
だ
に
見
え
で
や
み
ぬ
べ
く
吉
野
の
河
は
濁
れ
と

ぞ
思
ふ

ま
た
、
男
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

濁
る
瀬
は
し
ば
し
ば
か
り
ぞ
水
し
あ
ら
ば
澄
み
な
む
と
こ
そ

頼
み
渡
ら
め

女
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

淵
瀬
を
ば
い
か
に
知
り
て
か
渡
ら
む
と
心
を
先
に
人
の
言
ふ

ら
ん

男
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

身
の
な
ら
む
淵
瀬
も
知
ら
ず
妹
背
川
降
り
立
ち
ぬ
べ
き
こ
ゝ

ち
の
み
し
て

　

か
く
言
ふ
程
に
、
人
に
く
か
ら
ぬ
世
な
れ
ば
、
い
と
け
う
と
く
な
か
り
け
り
。

○
▲ 

三
段　
（「
師
走
の
月
夜
」）　
贈
答　
2
首
（
挿
入
章
段
か
。
冒
頭
は
指
示

語
も
接
続
語
も
な
く
、
月
日
表
現
（「
師
走
の
も
ち
ご
ろ
」）
で
始
ま
る
。）

　

師
走
の
も
ち
ご
ろ
、
月
い
と
あ
か
き
に
、
物
語
し
け
る
を
、
人
見
て
、

　
「
誰
ぞ
。
あ
な
、
す
さ
ま
じ
。
師
走
の
月
夜
と
も
あ
る
か
な
」

と
言
ひ
け
れ
ば
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

春
を
待
つ
冬
の
か
ぎ
り
と
思
ふ
に
は
か
の
月
し
も
ぞ
あ

は
れ
な
り
け
る

返
し
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

年
を
へ
て
思
ふ
も
あ
か
じ
こ
の
月
は
み
そ
か
の
人
や
あ

は
れ
と
思
は
む　
【
一
説
＝
詠
み
手
「
人
」】

か
く
言
ふ
程
に
、
夜
ふ
け
に
け
れ
ば
、

「
人
う
た
て
見
ん
も
の
」【
妹
】

と
て
、
入
り
に
け
り
。

男
は
、
曹
司
に
と
み
に
も
入
ら
で
、
う
そ
ぶ
き
あ
り
き
け
り
。
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○　
四
段　
（「
せ
う
と
の
懸
想
」）　
贈
答　
3
首

　

さ
て
、
あ
し
た
に
、
久
し
く
書
読
ま
せ
ざ
り
け
れ
ば
、

父
ぬ
し
、「
あ
や
し
く
篁
が
見
え
ぬ
か
な
」【
父
主
】

と
言
ひ
て
、
呼
び
に
や
る
に
、
男
来
て
、
れ
い
の
、
書
か
き
集
め
て
教
へ
け
る

ま
ゝ
に
な
ん
、
こ
の
女
の
み
心
に
入
り
て
、
ひ
が
ご
と
を
の
み
な
む
、
し
け
る
。

か
う
教
ふ
る
中
に
、
か
く
ひ
ち
【
角
筆
】
し
て
、

　
【
消
息
】【
篁
】〖
か
や
う
、
初
の
【
物
の
】
書
は
、
ひ
が
ご
と
つ
か
う
ま
つ

る
ら
ん
。
こ
の
ご
ろ
は
、
物
覚
え
ず
ぞ
や
。

　
《
和
歌
》【
篁
】
君
を
の
み
思
ふ
心
は
忘
ら
れ
ず
契
し
こ
と
も
ま
ど
ふ
心
か
〗

返
し
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

博
士
と
は
い
か
ゞ
頼
ま
む
人
知
れ
ず
も
の
忘
れ
す
る
人
の
心

を

又
、
男
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

読
み
聞
き
て
よ
ろ
づ
の
書
は
忘
る
と
も
君
ひ
と
り
を
ば
思
ひ

も
た
ら
ん

　

か
く
て
、
こ
の
男
は
、
て
ふ
く
み
【
手
文
？
】
を
ぞ
、
常
に
作
り
か
へ
け
る
。

◆
第
二
章

○
▲ 

五
段　
（「
如
月
初
午
稻
荷
詣　
1
」）　
（「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
の
序
段
、

以
下
、
第
九
段
ま
で
「
兵
衛
佐
」
の
段
）

　

さ
て
、
こ
の
女
、
願
あ
り
て
、
如
月
の
初
午
に
、
稻
荷
に
詣
り
け
り
。

　

供
に
、
人
多
く
も
あ
ら
で
、
お
と
な
二
人
・
童
二
人
ぞ
、
あ
り
け
る
。

お
と
な
は
い
ろ
〳
〵
の
袿
、
二
人
は
同
じ
色
を
な
ん
、
着
た
り
け
る
。
君

は
、
綾
の
か
い
練
り
の
単
が
さ
ね
、
唐
の
う
す
も
の
の
桜
色
の
細
長
着
て
、

花
染
め
の
綾
の
細
長
を
り
て
ぞ
、
着
た
り
け
る
。
髮
は
う
る
は
し
く
て
、

た
け
に
一
尺
ば
か
り
あ
ま
り
て
、
頭
つ
き
い
と
清
げ
に
て
、
顏
も
あ
や
し

く
世
人
に
は
似
ず
、
め
で
た
く
な
ん
あ
り
け
る
。
男
の
童
三
四
人
、
さ
て

は
、
こ
の
兄せ

う
とと
ぞ
、
あ
り
け
る
。
ま
せ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
先
立
ち
を
く
れ

て
来
け
る
。

　

詣
で
ざ
ま
に
困
じ
に
け
れ
ば
、
兄
い
と
お
か
し
が
り
て
、

「
篁
に
か
ゝ
り
給
へ
」【
篁
】

と
て
寄
り
け
れ
ば
、

「
い
で
、
い
な
〳
〵
」【
妹
】

と
言
ひ
て
、
道
中
に
去
に
け
り
。

○
▲ 

六
段　
（「
如
月
初
午
稻
荷
詣　
1
」（
兵
衛
佐
と
の
和
歌
の
贈
答
）」　
贈

答　
2
首

　

さ
る
程
に
、
兵
衞
佐
ば
か
り
の
人
、
か
た
ち
清
げ
に
て
年
廿
ば
か
り
な

り
け
る
が
、
詣
で
あ
ひ
て
、
か
へ
さ
に
、
女
の
道
に
ゐ
た
る
、

「
あ
な
、
く
る
し
。
か
く
て
や
は
、
出
で
立
ち
給
へ
る
」【
佐
】

も
の
嫉
み
し
て
、
男
【
兵
衛
佐
】
申
に
、

「
か
し
は
車
作
り
て
、
こ
の
わ
た
り
な
る
木
さ
き
の
屛
に
す
へ
奉
ら
ん
。

女
の
身
に
は
大
王
、
み
か
ど
に
は
誰
を
か
を
と
」【
佐
】

と
言
ふ
程
に
暮
れ
ぬ
れ
ば
、【
兄
】
わ
り
ご
さ
が
し
て
食
は
せ
ん
と
す
る
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に
、
こ
の
佐
を
や
り
す
ぐ
す
。
こ
の
男
、
休
む
や
う
に
て
、
降
り
て
、

　
《
和
歌
》【
佐
】 

人
知
れ
ぬ
心
た
ゞ
す
の
神
な
ら
ば
思
ふ
心
を
そ
ら
に
知

ら
な
ん

返
し
、

　
《
和
歌
》【
妹
】 

社
に
も
あ
だ
き
ね
す
ゑ
ぬ
石
神
は
知
る
こ
と
難
し
人
の

心
を

ま
た
も
お
こ
せ
け
れ
ど
、
こ
の
兄
、
い
そ
が
し
て
、
車
に
乗
せ
て
、
ゐ
て

去
ぬ
。

○
▲
七
段　
（「
兵
衛
佐
の
懸
想
文
と
和
歌
の
贈
答
）」）　
贈
答　
3
首

　

こ
の
佐
、
人
を
つ
け
て
、

「
い
づ
く
に
か
、
率
て
去
ぬ
る
」【
佐
】

と
見
せ
け
れ
ば
、

「
そ
の
家
」【
人
＝
童
】

と
見
て
け
り
。
あ
し
た
に
、
文
あ
り
。

【
消
息
】【
佐
】〖
神
の
教
へ
給
し
か
ば
な
む
、
さ
し
て
奉
る
。
か
の
石
神

の
御
も
と
に
て
、
今
日
あ
ら
ば
〗

文
を
【
女
が
】
取
り
入
れ
て
見
れ
ば
、
こ
の
兄
、
出
で
走
り
て
、

「
父
ぬ
し
聞
き
給
に
。
い
と
も
の
騷
が
し
う
。
こ
の
童
は
い
づ
く
か
ら
来

た
る
に
【
書
陵
部
本
「
来
た
る
ぞ
」】。
い
づ
れ
の
す
き
者
の
使
ひ
ぞ
」

【
篁
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
御
文
は
奉
ら
せ
つ
れ
ど
、
昨
日
い
ま
せ
し
ぬ
し
の
、『
い
づ
れ
の
使
ひ

ぞ
』【
兄
＝
篁
】
と
の
給
を
、
う
ち
か
ら
は
翁
び
た
る
声
に
て
、『
な
に
ご

と
ぞ
』【
親
＝
父
主
】
な
ど
の
給
つ
れ
ば
、
わ
づ
ら
は
し
さ
に
な
む
、
参

で
来
ぬ
る
」【
童
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
と
う
め
の
童
や
」【
佐
】

と
言
ひ
て
、
ま
た
の
あ
し
た
に
、

【
消
息
】【
佐
】〖
昨
日
の
御
返
。
た
び
〳
〵
、
い
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。
こ

の
童
の
、
あ
と
は
か
な
く
て
参
で
来
に
し
か
ば
。

　
《
和
歌
》【
佐
】 

あ
と
は
か
も
な
く
や
あ
り
に
し
濱
千
鳥
お
ぼ
つ
か
な
み

に
騷
ぐ
と
こ
ろ
か
【「
こ
ゝ
ろ
か
」】　

〗

　

こ
の
兄
、
大
学
に
出
で
に
け
り
。
樋
洗
童
、
取
り
入
れ
て
奉
る
。
文
を

も
取
り
、

「
大
学
の
ぬ
し
も
ふ
み
つ
く
る
【
ぬ
し
も
ぞ
見
つ
く
る
】。
近
か
ら
ん
、
人

の
家
に
す
ゑ
よ
」【
妹
】

と
て
、

『
昨
日
も
見
し
か
ど
も
、
い
さ
や
』【
妹
】

　
《
和
歌
》【
妹
】 

た
ま
ぼ
こ
の
道
交
ゐ
な
り
し
君
な
れ
ば
あ
と
は
か
も
な

く
な
る
と
知
ら
ず
や

見
て
、

『
ざ
れ
た
る
べ
き
人
か
な
。
う
た
て
、
ま
が
〳
〵
し
う
も
い
り
た
る
か
な
。
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い
か
に
言
は
ま
し
』【
佐
】

と
思
ふ
。
時
【
時
の
】、
大
納
言
の
子
な
り
け
り
。

【
消
息
】【
佐
】〖
あ
と
は
か
も
な
し
と
、
誰
も
。
道
に
こ
そ
ゐ
給
へ
り
し

か
。

　
《
和
歌
》【
佐
】 

し
ば
〳
〵
に
あ
と
は
か
な
し
と
言
ふ
こ
と
も
同
じ
道
に

は
又
も
あ
ひ
な
ん　

〗

○
▲
八
段　
（「
兵
衛
佐
の
消
息
と
篁
の
妨
害
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

ま
た
、
こ
れ
を
れ
い
の
童
、
も
て
来
た
り
。
兄せ

う
と、

道
に
さ
し
あ
ひ
て
、

「
今
こ
れ
よ
り
」【
篁
】

と
言
ひ
て
、
や
り
て
け
り
。

「
か
く
」【
童
】

な
ど
言
へ
ば
、

「
れ
い
の
、
心
肝
も
な
き
童
か
な
。
先
に
け
し
き
あ
し
う
言
ひ
け
む
人
に

や
、
取
ら
す
べ
き
。
こ
の
稲
荷
に
て
、
ま
な
ら
ひ
も
の
し
げ
に
思
へ
り
し

者
ぞ
や
。
男
よ
り
の
も
の
ぞ
や
。
そ
も
そ
も
、
御
返
」【
佐
】

と
り
て
や
り
つ
。

『
御
返
り
に
く
し
』【
篁
】

と
思
ふ
も
の
ゝ
や
う
に
、
兄
、
出
で
あ
ひ
て
、

「
御
文
奉
り
給
人
は
、
夜
べ
男
に
ぬ
す
ま
れ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
求
め
に
ゆ

く
を
。
も
し
、
こ
の
御
文
給
へ
る
人
と
も
知
ら
ず
。
う
ち
率
て
い
け
」

【
篁
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、
し
り
へ
答
ゑ
に
答
へ
て
、
走
り
に
け
り
。

『
さ
も
あ
ら
ん
』【
佐
】

と
思
ひ
て
、
文
も
や
ら
ず
な
り
に
け
り
。
女
、
兄
の
は
か
り
た
る
と
は
知

ら
で
、

『
あ
や
し
う
を
と
づ
れ
ぬ
』【
妹
】

と
思
を
り
。

○
▲
九
段　
（「
篁
・
妹
口
争
い
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

こ
の
兄
、
れ
い
の
ご
と
あ
る
な
り
。

「
道
あ
ひ
の
、
知
り
も
知
ら
ぬ
人
に
、
文
か
よ
は
し
懸
想
じ
給
、
人
の
御

心
こ
そ
あ
り
け
れ
。
か
の
人
は
、
御
妻
に
や
が
て
あ
は
せ
奉
ら
ん
。
仲
人

こ
そ
よ
か
ら
め
。
ゆ
る
さ
れ
た
ま
は
で
は
、
不
用
ぞ
」【
篁
】

な
ど
言
ひ
け
れ
ば
、

「
な
で
う
、
目
に
か
つ
か
ん
。
い
か
に
知
り
て
か
、
と
も
か
う
も
思
は
ん
」

【
妹
】

「
世
を
知
ら
ざ
ら
ん
人
は
、
さ
や
う
に
も
言
は
で
こ
そ
あ
ら
め
。
見
つ
か

ず
の
御
あ
り
さ
ま
や
。
心
う
し
と
。
思
は
ず
な
り
」【
篁
】

な
ど
言
へ
ば
、
妹
い
と
お
し
う
て
、

「
な
に
か
、
目
に
ち
か
ざ
ら
ん
人
を
、
し
ひ
も
見
給
へ
と
、
思
は
ん
」

【
妹
】

と
て
、
入
り
に
け
り
。
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◆
第
三
章

○　
十
段　
（「
篁
・
妹
心
通
ひ
」）　
贈
答　
3
首

　

れ
い
の
書
読
み
に
、【
親
】『
内
侍
に
な
さ
ん
』
の
心
あ
り
て
、
親
は
【
娘

に
】
書
教
ふ
る
な
り
け
り
。

　

文
か
よ
は
し
に
は
し
ゝ
た
れ
ど
、
こ
の
兄せ

う
と、
心
を
ま
ど
は
し
て
、
思
ひ
出
で

ら
れ
け
り
。
男
、
言
ふ
や
う
、

【
篁
】「
か
く
思
ひ
出
で
ら
れ
、
か
ぎ
り
な
き
心
を
思
知
ら
ず
し
て
、
よ
そ
な
る

人
を
思
ひ
た
ま
へ
る
こ
そ
、
つ
ら
け
れ
。」

　
《
和
歌
》【
篁
】 

目
に
近
く
見
る
か
い
も
な
く
思
ふ
と
も
心
を
ほ
か
に
や
ら
ば

つ
ら
し
な

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
人
の
御
心
も
知
ら
ず
や
。

　
《
和
歌
》【
妹
】 

あ
は
れ
と
は
君
ば
か
り
を
ぞ
思
ふ
ら
ん
や
る
か
た
も
な
き
心

と
を
知
れ

思
ひ
く
さ
な
や
」【
妹
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、【
篁
】
す
こ
し
心
ゆ
き
て
、

　
《
和
歌
》【
篁
】 

い
と
ゞ
し
く
君
が
嘆
き
の
こ
が
る
れ
ば
や
ら
ぬ
思
ひ
も
燃
え

ま
さ
り
け
り

　

か
く
言
ひ
て
、
心
は
か
よ
ひ
け
れ
ど
、
親
に
も
つ
ゝ
み
、
人
に
も
さ
は
り
け

れ
ば
、
心
と
け
て
久
し
く
も
語
ら
は
ず
あ
り
。

○　
十
一
段　
（「
妹
懐
妊
」）　
贈
答　
2
首

　

さ
れ
ど
、
い
か
で
か
入
り
け
む
、
こ
の
妹
の
寝
た
る
と
こ
ろ
へ
入
り
に
け
り
。

い
と
し
の
び
て
、
ま
だ
夜
ぶ
か
く
、
出
で
に
け
り
。
た
ま
さ
か
に
、
這
い
入
り

〳
〵
た
り
け
れ
ど
、
あ
ふ
こ
と
は
難
か
り
け
り
。
常
に
向
か
ひ
ゐ
た
り
け
れ
ば
、

夜
は
あ
は
ず
。
中
〳
〵
に
心
は
そ
ら
に
て
、

『
い
か
に
せ
ん
』【
篁
】

と
思
ひ
嘆
き
て
、

《
和
歌
》【
篁
】 

う
ち
と
け
ぬ
も
の
ゆ
へ
夢
を
見
て
覚
め
て
あ
か
ぬ
も
の
思
ふ
こ

ろ
に
も
あ
る
か
な

返
し
、

《
和
歌
》【
妹
】 

い
を
寢
ず
は
夢
に
も
見
え
じ
を
あ
ふ
こ
と
の
嘆
く
〳
〵
も
あ
か

し
は
て
し
を

　

か
く
夢
の
ご
と
あ
る
人
は
、
は
ら
み
に
け
り
。
書
読
む
心
ち
も
な
し
。

◆
第
四
章

○
▲ 

十
二
段　
　
（「
春
の
橘
」）　
贈
答　
2
首
（
唯
一
会
話
か
ら
始
ま
る
段
。

呼
称
「
兄せ
う
と」
は
「
兵
衛
佐
」
章
段
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
直
前
・
直
後

は
「
男
」
で
あ
る
。
冒
頭
は
指
示
語
で
も
接
続
語
で
も
な
い
。）

　
「
れ
い
の
、
さ
は
り
せ
ず
」【
人
々
】

な
ど
、
う
た
て
あ
る
け
し
き
を
見
て
、
人
々
言
ふ
。

こ
の
兄せ

う
とも

、

『
い
と
を
し
』【
篁
】
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と
見
て
、
春
の
こ
と
に
や
あ
り
け
ん
、
も
の
も
食
は
で
、
は
な
か
う
じ
・

橘
を
な
む
、
ね
が
ひ
け
る
。
知
ら
ぬ
程
は
、
親
求
め
て
食
は
せ
、
兄
、
大

学
の
あ
る
じ
す
る
に
、

『
み
な
取
ら
ま
ほ
し
』【
篁
】

と
思
ひ
け
れ
ど
、
二
三
ば
か
り
、
た
ゝ
み
紙
に
入
れ
て
、
取
ら
す
。

《
和
歌
》【
篁
】
あ
だ
に
散
る
花
橘
の
に
ほ
ひ
に
は
緑
の
衣き

ぬ

の
香
こ
そ
ま
さ

ら
め

【
消
息
】【
篁
】〖
こ
れ
を
き
こ
し
め
す
な
れ
ば
な
ん
。〗

返
事
に
、

【
消
息
】【
妹
】〖
御
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
け
れ
ば
な
ん
、

《
和
歌
》【
妹
】 

似
た
り
と
や
花
橘
を
か
ぎ
つ
け
れ
ば
緑
の
香
さ
へ
う
つ
ら

ざ
り
け
り　

〗

○　
十
三
段　
（「
妹
の
幽
閉
」）　
贈
答　
2
首

　

か
ゝ
る
こ
と
を
、
母
お
と
ゞ
聞
き
給
て
、
も
の
も
の
給
は
で
、
う
か
ゞ
ひ
た

ま
ひ
て
、
向
か
ひ
た
ま
ひ
た
り
け
る
を
、
手
を
取
り
て
、
引
き
も
て
ゆ
き
て
、

部
屋
に
こ
め
て
け
り
。
こ
れ
を
、
父
ぬ
し
聞
き
た
ま
ひ
て
、
の
ど
か
な
り
け
る

人
な
り
け
れ
ば
、

「
男
も
か
し
こ
き
者
に
て
、
女
お
さ
な
き
者
に
あ
ら
ず
。
さ
し
た
る
や
う
あ
ら

む
な
。
な
を
ゆ
る
し
た
ま
ひ
て
、
の
給
へ
」【
父
主
】

と
あ
り
け
れ
ば
、

「
お
の
が
身
を
思
ふ
と
て
、
の
給
に
」【
母
主
】

と
て
、
い
よ
〳
〵
鍵
の
穴
に
土
ぬ
り
て
、

「
大
学
の
ぬ
し
を
ば
、
家
の
中
に
な
入
れ
そ
」【
母
主
】

と
て
、
追
い
け
れ
ば
、
曹
司
に
こ
も
り
ゐ
て
、
泣
き
け
り
。

　

妹
の
こ
も
り
た
る
所
に
い
き
て
見
れ
ば
、
か
べ
の
穴
い
さ
ゝ
か
あ
り
け
る
を
、

く
じ
り
て
、

「
こ
ゝ
も
と
に
寄
り
給
へ
」【
篁
】

と
呼
び
寄
せ
て
、
物
語
り
し
て
、
泣
き
お
り
て
、
出
で
な
ま
ほ
し
く
思
へ
ど
、

ま
だ
い
と
若
く
て
、
い
た
り
た
べ
き
人
も
な
く
、
わ
び
け
れ
ば
、
と
も
か
く
も

え
せ
で
、
い
と
い
み
じ
く
思
ひ
て
、
語
ら
ひ
を
る
程
に
、
夜
あ
け
ぬ
べ
し
。

男
、

《
和
歌
》【
篁
】 

か
ず
な
ら
ば
か
ゝ
ら
ま
し
や
は
世
の
中
に
い
と
悲
し
き
は
し
づ

の
お
だ
ま
き

返
し
、

《
和
歌
》【
妹
】 

い
さ
ゝ
め
に
つ
け
し
思
ひ
の
煙
こ
そ
身
を
う
き
雲
と
な
り
て
は

て
け
れ

と
言
ひ
て
、
泣
き
あ
へ
り
け
り
。

○　
十
四
段　
（「
妹
の
悶
死
」）　
贈
答　
3
首

　

夜
あ
け
に
け
れ
ば
、
曹
司
に
帰
り
て
、
こ
の
女
食
ひ
つ
べ
き
や
に
、
も
の
を

て
か
へ
て
、
も
て
ゆ
か
ん
と
す
る
に
、
心
ま
ど
ひ
て
、
足
も
え
ふ
み
た
て
ず
。

も
の
覚
え
ざ
り
け
れ
ば
、
む
つ
ま
じ
く
使
ふ
雑
色
を
使
ひ
に
て
、
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「
た
ゞ
今
心
ち
あ
し
く
て
、
え
参
り
来
ず
。
そ
の
程
こ
れ
す
き
給
へ
。
た
め
ら

ひ
て
、
参
ら
む
。」【
篁
】

　

女
、
穴
の
も
と
に
て
待
つ
に
、【
雑
色
が
】
か
く
言
ひ
た
れ
ば
、

《
和
歌
》【
妹
】 
誰
が
た
め
と
思
ふ
命
の
あ
ら
ば
こ
そ
消
ぬ
べ
き
身
を
も
惜
し
み

と
ゞ
め
め

取
り
入
れ
ず
。
帰
り
て
、

「
か
く
な
む
」【
雑
色
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、
か
し
こ
く
し
て
、
ま
た
〳
〵
い
き
て
見
れ
ば
、
三
四
日
も
の

も
食
は
で
、
も
の
思
ひ
け
れ
ば
、
い
と
く
ち
お
し
く
息
も
せ
ず
。

「
い
か
ゞ
お
は
し
ま
す
」【
篁
】

と
言
ひ
け
れ
ば
、

《
和
歌
》【
妹
】 

消
え
は
て
て
身
こ
そ
は
灰
に
な
り
は
て
め
夢
の
魂 

君
に
あ
ひ

そ
へ

返
し
、

《
和
歌
》【
篁
】 

魂
は
身
を
も
か
す
め
ず
ほ
の
か
に
て
君
ま
じ
り
な
ば
な
に
に
か

は
せ
ん

と
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
を
言
ひ
て
泣
け
ど
、
答
へ
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、

「
死
ぬ
」【
篁
】

と
て
泣
き
騷
げ
ば
、
声
を
聞
き
て
、
と
【
解
き
】
あ
け
て
見
れ
ば
、
絶
へ
入
る

け
し
き
を
見
て
、
ま
ど
ゐ
出
て
、
ほ
か
の
家
に
去
に
け
り
。

　

親
出
で
て
の
ち
に
、
ゐ
で
、
率
て
入
り
て
、
見
れ
ば
、
死
に
て
臥
せ
り
。
泣

き
ま
ど
へ
ど
か
ひ
な
し
。

○
▲
十
五
段　
（「
妹
の
招
魂
と
亡
霊
」）　
贈
答　
2
首

　

そ
の
日
の
よ
う
さ
り
、
火
を
ほ
の
か
に
か
き
あ
げ
て
、
泣
き
臥
せ
り
。

あ
と
の
か
た
、
そ
ゝ
め
き
け
り
。
火
を
消
ち
て
見
れ
ば
、
そ
ひ
臥
す
心
ち

し
け
り
。
死
に
し
妹
の
声
に
て
、
よ
ろ
ず
の
悲
し
き
こ
と
を
言
ひ
て
、
泣

く
声
も
言
ふ
と
も
、
た
ゞ
そ
れ
な
り
け
れ
ば
、
も
ろ
と
も
に
語
ら
ひ
て
、

泣
く
〳
〵
さ
ぐ
れ
ば
、
手
に
も
さ
は
ら
ず
、
手
に
だ
に
あ
ら
ず
。
ふ
と
こ

ろ
に
か
き
入
れ
て
、
わ
が
身
の
な
ら
ん
や
う
も
し
ず
、
臥
さ
ま
ほ
し
き
こ

と
か
ぎ
り
な
し
。

《
和
歌
》【
篁
】 

泣
き
流
す 

涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
さ
ら
ぬ
あ
は
の
山
か

へ
る
本
ま
ゝ

女
、
返
し
、

《
和
歌
》【
妹
】 

常
に
寄
る
し
ば
し
ば
か
り
は
泡
な
れ
ば
つ
い
に
溶
け
な
ん

こ
と
ぞ
悲
し
き

と
い
ふ
程
に
、
夜
の
あ
け
に
け
れ
ば
、
な
し
。

◆
第
五
章

○　
 

十
六
段　
（「
葬
送
・
招
魂
」・「
法
華
経
供
養
・
後
日
譚
」）
＝
第
Ｉ
部
の

終
段
（
こ
の
段
の
前
半
の
み
前
段
か
ら
の
「
泣
く
・
涙
」
表
現
が
一
度
断

絶
し
、
か
つ
、「
男
」
だ
っ
た
呼
称
が
「
せ
う
と
」
へ
と
変
化
す
る
。
冒

頭
に
も
指
示
語
や
接
続
語
は
な
い
。
二
重
性
を
示
す
部
分
が
2
ヶ
所
あ

る
。）
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▲
〔
十
六
段
前
半
〕

　

親
は
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
と
か
く
お
さ
む
る
こ
と
は
、
た
ゞ
、
こ
の

兄せ
う
とぞ

、
し
け
る
。 

【
◉
次
文
と
の
二
重
性
】

　

人
は
み
な
す
て
て
ゆ
き
に
け
れ
ば
、
た
ゞ
、
こ
の
兄
、
従
者
三
四
人
・

学
生
一
人
し
て
、
こ
の
女
を
死
に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ
て
、

花
・
香
た
き
て
、
遠
き
所
に
、
火
を
と
も
し
て
ゐ
た
れ
ば
、
こ
の
魂
な
ん
、

夜
な
〳
〵
来
て
語
ら
ひ
け
る
。

　
三
七
日
は
、い
と
あ
ざ
や
か
な
り
。　　
【
◉
次
の
後
半
冒
頭
と
の
二
重
性
】

　
四
七
日
は
、と
き
〴
〵
見
え
け
り
。　

　
　
〔
十
六
段
後
半
〕

　

こ
の
男
、
涙
つ
き
せ
ず
泣
く
。
そ
の
涙
を
硯
の
水
に
て
、
法
花
経
を
書
き
て
、

比
叡
の
三
味
堂
に
て
、
七
日
の
わ
ざ
し
け
り
。 

【
◉
前
2
文
と
の
二
重
性
】

　

▲ 

そ
の
人
【
妹
の
霊
】、
七
日
は
な
し
は
て
て
も
、
ほ
※

の
め
く
こ
と
絶
え
ざ

り
け
り
。
三
年
す
ぎ
て
は
、
夢
に
も
、
た
し
か
に
見
え
ざ
り
け
り
。

　

な
を
悲
し
か
り
け
れ
ば
、
初
め
の
ご
と
し
て
な
ん
、
ま
か
せ
た
り
け
る
。
妻

に
も
寄
ら
で
、
ひ
と
り
な
ん
、
あ
り
け
る
。

　
　
　

※
波
線
部
の「
ほ
の
め
く
」は
▲
十
五
段
の「
そ
そ
め
く
」と
妹
の
亡
霊
の

描
写
と
し
て
呼
応
し
て
い
る
。共
に『
日
本
国
語
大
辞
典
』で
の
初
出

例
は『
宇
津
保
物
語
』で
あ
る
。

■
第
Ⅱ
部

◆
第
六
章

○　
十
七
段　
（「
漢
詩
献
呈
」）
＝
第
Ⅱ
部
の
「
序
段
」

　

時
の
右
大
臣
の
む
す
め
賜
へ
と
、
文
を
お
も
し
ろ
く
作
り
て
、
内
に
参
り
給

と
て
、
御
車
よ
り
と
り
た
ま
ふ
と
に
、
つ
い
ふ
る
ま
い
て
、
奉
れ
た
ぶ
に
、
取

り
て
見
た
ま
ひ
、

「
う
け
給
り
ぬ
。
今
。
家
に
ま
か
り
て
、
御
返
聞
え
ん
」【
右
大
臣
】

と
の
給
。
大
学
に
入
り
に
け
り
。

○　
十
八
段　
（「
三
の
君
婚
姻
受
諾
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

殿
に
帰
り
て
、
御
女
三
人
お
は
し
け
り
。

　

大
君
に
、

「
し
か
〴
〵
の
こ
と
な
ん
、
あ
る
。
い
か
に
」【
右
大
臣
】

と
聞
え
給
へ
ば
、
怨
じ
て
、
泣
き
て
入
り
給
ぬ
。

　

中
君
、
同
じ
ご
と
聞
え
給
。

　

三
君
に
聞
え
た
ま
ふ
。

「
と
も
か
く
も
、
お
ほ
せ
ご
と
に
そ
、
従
は
め
」【
三
君
】

と
の
給
へ
ば
、
い
と
清
げ
に
寢
殿
作
り
て
、
よ
き
日
し
て
呼
び
給
。

○　
十
九
段　
（「
新
枕
と
三
日
の
儀
」）　
【
会
話
・
心
話
で
の
展
開
】

　

御
消
息
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
悲
し
う
、
橡
の
、
や
れ
困
じ
た
る
着
て
、
し
り

⎭⎬⎫
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175

ゐ
た
る
沓
は
き
て
、
ふ
く
め
る
、
文
の
ち
ゝ
取
り
て
、
来
に
け
り
。

　

帳
の
う
ち
に
入
り
て
、
ま
づ
、
こ
の
文
巻
を
奉
れ
ば
、
取
り
給
は
ね
ば
、
篁

さ
し
て
い
け
ば
、
こ
の
君
、
皮
の
帯
を
取
り
て
、
引
き
と
め
給
へ
ば
、
と
ま
り

た
ま
ひ
に
け
り
。
こ
れ
を
か
い
ま
み
て
、
父
お
と
ゞ
、
見
た
ま
ひ
て
、

「
い
と
か
し
こ
く
し
つ
」【
右
大
臣
】　
　

 

【
◉
次
文
と
の
二
重
性
】

と
喜
び
た
ま
ふ
。

「
出
で
て
去
な
ま
し
。
い
か
に
、
人
聞
き
、
や
さ
し
か
ら
ま
し
。
い
と
か
し
こ

き
こ
と
な
り
」【
右
大
臣
】

と
喜
び
た
ま
ふ
。

　

三
日
の
夜
、
い
と
い
か
め
し
う
て
待
ち
給
。
た
ゞ
童
ひ
と
り
ぞ
、
具
し
給
け

る
。

◆
第
七
章

○
▲
二
十
段　
（「
亡
霊
譚　
（
続
）」）　
和
歌　
1
首

　

さ
て
、
こ
の
こ
ろ
、
妹
の
あ
り
し
屋
に
い
き
た
り
け
れ
ば
、
い
と
悲
し

か
り
け
れ
ば
、
寝
に
け
り
。
妹
、

《
和
歌
》【
妹
】 

見
し
人
に
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
お
ぼ
つ
か
な
も
の
忘
れ
せ
じ

と
思
ひ
し
も
の
を

と
言
ひ
け
れ
ば
、
か
の
殿
に
も
い
か
に
て
ぞ
、
泣
き
を
り
け
る
。

○
▲
二
十
一
段　
（「
新
妻
と
の
問
答
」）　
贈
答　
2
首

　

久
し
う
【
男
】
来
ね
ば
、

大
臣
殿
、『
あ
や
し
』

と
思
し
た
り
け
り
。

　

七
日
ば
か
り
あ
り
て
、【
男
】
来
た
り
。

「
な
ど
か
、
見
え
給
ざ
り
け
る
」【
右
大
臣
】

と
の
た
ま
へ
ば
、
す
な
を
な
り
け
る
人
に
て
、
こ
と
か
く
し
て
言
ひ
け
れ

ば
、

妻
、「
い
と
あ
る
べ
か
し
き
こ
と
に
て
、
あ
は
れ
の
こ
と
や
。
わ
が
た
め

に
も
、
さ
ら
ず
は
お
は
せ
め
、
わ
い
て
も
こ
そ
は
、
む
か
し
人
は
、
心
も

か
た
ち
も
、
さ
も
の
し
給
け
れ
ば
こ
そ
、
年
を
へ
て
、
え
忘
れ
が
た
く
し

給
ら
め
。
さ
る
人
を
見
た
ま
ひ
け
ん
に
、
言
ひ
知
ら
で
見
え
奉
る
よ
。
後

世
い
か
な
ら
ん
。

《
和
歌
》【
妻
】 

あ
か
ず
し
て
す
ぎ
け
る
人
の
魂
に
生
け
る
心
を
見
せ
た
ま

ふ
ら
ん

あ
な
、
は
づ
か
し
」【
妻
】

と
の
給
に
、

男
、「
な
に
か
、
そ
れ
は
思
し
め
す
。
か
く
て
は
、
は
て
は
え
知
し
め
さ

じ
。
御
魂
の
あ
る
や
う
も
見
る
べ
く
、
こ
ゝ
ろ
み
に
さ
へ
、
な
り
給
は

ぬ
」【
篁
】

と
て
、

《
和
歌
》【
篁
】 「
別
れ
な
ば
を
の
が
さ
ま
〴
〵
な
り
ぬ
と
も
お
ど
ろ
か
さ

ね
ば
あ
ら
じ
と
ぞ
思

出
で
て
ま
か
り
し
を
、
引
き
と
ゞ
め
て
、
今
日
ま
で
、
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま

⎭⎬⎫
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ふ
。
う
る
さ
し
か
し
」

と
言
ひ
け
る
。

◆
第
八
章

○　
二
十
二
段　
（「
篁
出
世
話
」・「
末
娘
致
福
譚
」
の
後
日
譚
）

　

こ
の
男
は
、
若
き
間
は
、
い
と
ね
ん
ご
ろ
に
あ
は
で
、
ほ
か
に
夜
が
れ
な
ど

も
し
け
り
。
な
り
出
で
て
、
宰
相
よ
り
も
上
に
な
り
に
け
り
。
こ
れ
な
ん
、
名

に
た
つ
篁
な
り
け
る
。
才
学
は
さ
う
に
も
い
は
ず
、
山
た
つ
る
こ
と
も
え
た
り

顏
、
こ
の
国
人
に
は
、
た
ら
ず
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
の
こ
ん
ま
う
の
ゝ
こ
て
【
こ

の
子
・
孫む

ま
ごの
子
ま
で
】、
か
く
歌
よ
ま
ぬ
は
な
か
り
け
り
。

　

聞
き
た
ま
は
ざ
り
し
姉
二
所
は
、
い
と
わ
ろ
き
人
の
妻
に
て
、
こ
の
御
徳
を

見
給
け
る
。
い
と
よ
く
な
り
出
で
け
れ
ば
、
こ
の
三
君
を
、
ま
た
二
つ
な
く
も

て
か
し
づ
き
奉
る
。

○　
二
十
三
段　
（「
回
顧
」
＝
学
生
評
と
新
旧
の
時
世
対
比
）
＝
第
Ⅱ
部
の
終

段
　

今
の
人
、
ま
さ
に
大
学
の
せ
う
を
、
む
こ
に
取
る
大
臣
も
あ
ら
む
や
。【
昔

の
人
は
】
た
ゞ
、
心
か
た
ち
・
才
お
と
り
【「
才
を
取
り
」】
給
な
る
べ
し
。

　

□
□
【
※
注
】
又
、
あ
ら
じ
か
し
、
か
や
う
に
思
ひ
て
、
文
作
る
人
は
。

　
　

※
注
（
水
戸
彰
考
館
本
の
甲
本
・
乙
本
共
に
、
こ
の
□
□
個
所
に
2
文
字

分
の
空
白
あ
り
。
安
部
（2018. 3

）
で
の
『
伊
勢
物
語
』
四
十
段
で
の

考
察
と
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
こ
の
一
文
の
み
は
後
日
の
別
記

か
。）

　
　

＊
＊　
　

＊
＊　
　

＊
＊

※
誤
植
訂
正
＝
こ
の
機
会
に
、
安
部
（2

0
2
0

）
縦
28
頁
）
で
「
鎌
倉
中
期
」（
2
か

所
）
と
あ
る
の
は
「
中
世
中
期
」（
14
世
紀
）
の
間
違
い
故
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

【
補
注
】　
初
校
時
、『
篁
物
語
』
の
伝
本
に
関
す
る
拙
論
（
安
部
（2020

、2021a

））

に
関
し
て
、
中
村
一
夫
（2022

）
で
の
言
及
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
少
し

触
れ
て
お
く
。

（
1
）
中
村
氏
は
「
極
め
て
限
定
的
な
箇
所
の
状
態
を
根
拠
に
し
て
、
写
本
全
体
ま
で

押
し
広
げ
て
古
態
性
を
留
め
る
と
拡
大
解
釈
で
き
る
の
か
」（
後
掲
①
の
引
用
参

照
）
と
い
う
。
安
部
は
「
○
そ
の
よ
う
な
空
白
を
残
し
た
形
態
は
、
空
白
を
失
っ

た
形
態
よ
り
も
、『
篁
物
語
』
と
い
う
作
品
の
、
よ
り
古
い
段
階
で
の
本
文
形
態

を
留
め
て
い
る
。」（
縦
27
頁
、
傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
と
は
書
い
た
が
言

葉
不
足
だ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
問
題
と
し
た
か
っ
た
の
は
、
空
白
や
変
体
仮

名
と
い
う
「
形
態
」
を
（
お
そ
ら
く
）
忠
実
に
伝
書
し
よ
う
と
し
た
そ
の
書
写
態

度
・
書
写
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
書
承
の
姿
勢
は
末
尾
だ
け
で
は
な
く
、
作

品
全
体
に
及
ん
で
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
変
体
仮
名

や
空
白
を
、
末
尾
で
も
忠
実
に
書
写
し
て
い
な
い
書
写
本
が
（
現
存
伝
本
が
そ
の

「
忠
実
」
な
写
本
で
あ
っ
て
も
）、
そ
れ
以
外
の
本
文
全
体
の
漢
字
・
仮
名
の
転
記

に
、
ど
れ
ほ
ど
の
忠
実
性
や
注
意
力
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

末
尾
の
表
記
か
ら
、
そ
の
相
違
を
推
し
量
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
安
部
（2021a

）「
5　

甲
本
の
書
写
態
度
」
も
参
照
。

人文21_02t本文.indb   63人文21_02t本文.indb   63 2023/02/22   13:072023/02/22   13:07



（64）

人文 21号（2022）

（
2
）
ま
た
、
拙
論
で
写
本
を
「
末
尾
有
空
白
系
統
本
」「
末
尾
有
空
白
系
統
本
」
に
2

分
し
て
み
た
が
、
中
村
氏
は
「
独
立
し
た
系
統
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
本
文
の
違
い
を

相
互
に
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
系
」
よ
り
も
「
群
」
と
称
す
る
方

が
適
当
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
た
。「
系
」（
系
統
）
と
「
群
」
と
い
う
術
語
自
体

に
つ
い
て
、
書
誌
学
や
本
文
（
文
献
）
批
評
の
上
で
の
定
義
自
体
は
い
ま
不
問
と

し
て
、〝
系
統
と
い
う
ほ
ど
の
大
き
な
違
い
に
は
当
た
ら
ず
、
本
文
の
微
妙
な
異

文
程
度
は
系
統
よ
り
下
位
的
分
類
に
相
当
す
る
〞
と
い
う
趣
旨
と
理
解
さ
れ
る
。

安
部
の
2
系
統
は
、
書
名
も
各
々
異
な
る
「
篁
物
語
」
と
「
小
野
篁
集
」
と
し
て

書
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
い
る
。
書
写
本
の
書
名
が
異
な
る

こ
と
は
「
伝
写
」
上
の
極
め
て
重
要
で
大
き
な
相
違
と
判
断
さ
れ
た
。

○
参
考
：
熟
語
「
系
統
」
に
関
し
て
＝
「【
写
本
の
問
題
①
奥
書
そ
の
他
】
写
本
に
つ

い
て
重
要
な
問
題
の
一
つ
は
書
写
年
代
と
製
作
の
事
情
（
書
写
者
・
場
所
・
動
機

目
的
な
ど
），
お
よ
び
伝
写
の
系
統
で
あ
ろ
う
。」『【
講
義
】
写
本
に
つ
い
て
「
写

本
の
書
誌
に
お
け
る
諸
問
題
」
講
師
・
落
合
博
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）　

https://w
w

w.nijl.ac.jp/pages/event/sem
inar/im

ages/H
26-kotenseki02.pdf　

（2023

年1

月8

日
検
索
）

以
上
、
重
要
な
2
点
の
み
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
詳
し
く
は
機
会
を
改
め
た
い
。

①
中
村
一
夫
（2022

）「
す
な
わ
ち
極
め
て
限
定
的
な
箇
所
の
状
態
を
根
拠
に
し
て
、

写
本
全
体
ま
で
押
し
広
げ
て
古
態
性
を
留
め
る
と
拡
大
解
釈
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
空
白
に
対
す
る
意
識
の
あ
り
よ
う
は
説
明
で
き
て
も
、
そ
れ
が
本

文
の
古
態
性
に
そ
の
ま
ま
繋
が
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
後
補
で
あ
る
こ
と
を
示
す

状
態
を
「
保
存
」
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
文
そ
の
も
の
の
古
態
性
を
示
す
と
考
え

る
の
は
い
さ
さ
か
性
急
な
判
断
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」

【
付
記
】　

本
稿
は
次
の
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
日
本
学
術
振
興

会
科
学
研
究
費2017

│2019

年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
基
金
）、
課
題
番
号
：

17K
02785

、
代
表
：
安
部
）

【
参
考
文
献
】

石
原
昭
平
・
根
本
敬
三
・
津
本
信
博
（1977

）『
篁
物
語
新
講
』、
武
蔵
野
書
院

平
野
由
紀
子
（1988

）『
小
野
篁
集
全
釈
』
私
家
集
全
釈
叢
書
3
、
風
間
書
房

中
村
祥
子
（1995

）「『
篁
物
語
』
第
二
部
の
発
想
に
つ
い
て
の
私
見
│
│
『
世
説
新

語
』
賢
媛
伝
と
の
か
か
わ
り
│
│
」『
日
本
語
日
本
大
学
』
21
（
台
湾
・
輔
仁
大

学
）

仁
平
道
明
（1995. 12

）「『
篁
物
語
』
の
結
婚
譚
と
『
孔
子
家
語
』」『
む
ら
さ
き
』
32
、

後
に
仁
平
（2000

）『
和
漢
比
較
文
学
論
考
』
武
蔵
野
書
院
に
再
録
、
い
ま
後
者

に
よ
る
。

安
部
清
哉
（1996. 3

）「
語
彙
・
語
法
史
か
ら
見
る
資
料
│
│
『
篁
物
語
』
の
成
立
時

期
を
め
ぐ
り
て
│
│
」『
国
語
学
』184

中
村
祥
子
（2006. 7

）「
生
死
を
隔
て
た
邂
逅
│
│
『
篁
物
語
』
と
「
李
章
武
伝
」

│
│
」『2006

年
中
国
文
化
大
学
中
日
社
会
與
文
化
学
術
検
討
会
論
文
集
』（
台

北
市
・
中
国
文
化
大
学
日
本
語
文
学
系
所
出
版
・
発
行
）（
招
魂
の
儀
式
の
こ
と
）

中
村
祥
子
（2007

）「『
篁
物
語
』
に
お
け
る
三
の
君
結
婚
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
（
副
題

略
）」『
日
本
語
日
本
文
学
』
32
（
台
湾
・
輔
仁
大
学
）

中
村
祥
子
（2009

）「
古
今
歌
と
『
篁
物
語
』
│
│
八
二
九
番
歌
か
ら
紡
が
れ
た
物
語

│
│
」
工
藤
進
思
郎
先
生
退
職
記
念
の
会
（
編
）『
工
藤
進
思
郎
先
生
退
職
記
念

論
文
・
随
想
集
』
工
藤
進
思
郎
先
生
退
職
記
念
の
会
（「
泣
く
」「
涙
」
表
現
と
の

関
係
）

安
部
清
哉
（2010. 1

）「『
篁
物
語
』
の
井
野
葉
子
氏
「『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
で
の
引

用
」
説
補
強
な
ら
び
に
祖
形
小
考
」『
古
典
語
研
究
の
焦
点
│
│
武
蔵
野
書
院
創

立
90
周
年
記
念
論
集
』、
武
蔵
野
書
院

安
部
清
哉
（2014

）「
篁
物
語
」『
日
本
語
学
大
辞
典
』
朝
倉
書
店

安
部
清
哉
（2017. 3

）「
原
『
篁
物
語
』
の
作
者
・
成
立
年
と
源
順
お
よ
び
河
原
院
歌

173

人文21_02t本文.indb   64人文21_02t本文.indb   64 2023/02/22   13:072023/02/22   13:07



平安朝物語の複層構造による長編化への胎動

（65）

壇
沈
淪
歌
人
群
の
長
歌
・
和
歌
│
│
九
六
一
年
か
ら
九
八
〇
年
頃
か
│
│
」『
学

習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
63

安
部
清
哉
（2018. 3

）「『
伊
勢
物
語
』
三
十
九
・
四
十
・
四
十
一
段
と
源
順
│
│
『
篁

物
語
』
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
共
通
の
一
典
拠
章
段
と
し
て
│
│
」
学
習
院
大
学
人
文

科
学
研
究
所
『
人
文
』
16

安
部
清
哉
（2018. 5
）「
挿
入
段
落
・
附
載
説
話
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』

の
構
成
と
形
成
│
│
残
る
断
続
場
面
の
「
ふ
み
（
書
＝
漢
学
）」
と
い
う
主
題

│
│
」『
学
習
院
大
学
教
職
課
程
年
報
』
4

安
部
清
哉
（2018. 6

）「
係
り
助
詞
（
ナ
ム
・
ゾ
・
コ
ソ
）
の
四
文
体
別
変
遷
史
か
ら

見
た
『
篁
物
語
』
│
│
源
順
原
作
説
と
も
照
ら
し
つ
つ
│
│
」『
国
語
と
国
文
学
』

95
│
6

安
部
清
哉
（2019.a

）「
呼
称
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』
の
段
落
構
成
│
│
『
せ
う
と

（
兄
）』
と
『
男
』
の
相
補
分
布
│
│
」『
人
文
』
17
（
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研

究
所
）

安
部
清
哉
（2019.3b

）「
贈
答
歌
と
会
話
と
段
落
構
成
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』
と
い
う

″
つ
く
り
歌
物
語
〞
の
創
出
」『
文
学
部
研
究
年
報
』
65

安
部
清
哉
（2020

）「
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
篁
物
語
」（
影
印
）
と

そ
の
″
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
の
古
態
性
」『
人
文
』
18

安
部
清
哉
（2021a

）「
変
体
仮
名
字
母
か
ら
見
た
一
写
本
『
篁
物
語
』
甲
本
│
│
【
附

載
】
京
都
大
学
人
文
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
小
野
篁
集
」（
影
印
）」『
人
文
』

19

安
部
清
哉
（2021b

）「
指
示
詞
カ
系
派
生
語
「
か
く
」
類
語
句
と
冒
頭
表
現
か
ら
見
た

平
安
前
期
物
語
『
篁
物
語
』」『（
学
習
院
大
学
）
文
学
部
研
究
年
報
』
67

安
部
清
哉
（2022

）「
源
順
に
お
け
る
漢
か
ら
和
」『
人
文
』
20

中
村
一
夫
（2022

）「『
篁
物
語
』
諸
伝
本
の
分
類
と
古
態
性
に
つ
い
て
の
試
論
」『
国

士
舘
人
文
学
』
12
、
71
│
78
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EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
T

he Structure of Two Parts and M
ultiple Layers in “The tale of Takam

ura”

（“Takam
ura-M

onogatari”

『篁
物
語

』）: T
he O

ldest Japanese Tale 
of the Two Parts Structure with “ Independent Parrallel Stories 

and C
onnecting Briedge C

apters”
A

BE
 Seiya

     In this paper, it is pointed out that the chapter and section structure of the 
“The Tale of Takam

ura”

（『篁
物
語

』、“Takam
ura M

onogatari”

）, w
hich w

as 
established in the early H

eian period, form
ed a com

plex m
ulti-layered 

structure consisting of tw
o sm

aller tales, w
hich is sim

ilar to the structure of 
the “The Tale of U

tsuho”

（『宇
津
保
物
語

』,Utsuho M
onogatari

）and “The Tale 
of G

enji”

（『源
氏
物
語

』,Genji M
onogatari

）. A
s the “Takam

ura M
onogatari”  is 

considered to have been established before the “U
tsuho M

onogatari”  and the 
“ G

enji M
onogatari” , it can be pointed out that the com

plex structural setting 
of the “Takam

ura M
onogatari”  m

ay have influenced the two longer stories by 
m

aking them
 longer stories.

     To explain the structure of “Takam
ura M

onogatari” , it is a short story in 
tw

o parts: the first part, w
hich consists of 16 chapters, and the second part, 

w
hich consists of 7 chapters, for a total of 23 chapters overall. T

he 
protagonist is one m

an, Takam
ura, who is com

m
on to both of them

. T
he two 

parts have a com
m

on them
e, so that the whole is a single story.

     In the m
iddle of the 16 chapters in the first half of the story, there are a 

’ Parallel Storyline C
hapters’ , consisting of five consecutive chapters that are 

independent of the rest of the storyline. C
onsidering that the exclusion of 

these five chapters has little effect on the overall story, they can be interpreted 
as having been inserted separately at a later date.
     In addition, although the stories in the first and second halves seem

, at 
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first glance, to be independent in term
s of content, the ghost of the fem

ale 
protagonist w

ho dies in the first half appears on the scene at the end of the 
first half, and the ghost appears again in the m

iddle of the second half. In 
other w

ords, the ghost of the w
om

an in the first half of the story also 
influences the story in the second half, which shows that the first half and the 
second half are not com

pletely independent stories, but that the tw
o are 

interrelated and united as one continuous story.
     T

herefore, the chapter in which the wom
an’ s ghost appears can be said to 

have the role of a ‘ C
onnecting Bridge C

hapter’  to connect the first half of the 
story with the second half of the story.
     M

ore interestingly, even if the chapter in w
hich the fem

ale ghost appears 
is excluded from

 both the first and second halves of the chapter, both the first 
half and the second half of the story have their ow

n coherent and 
com

prehensive parts.
     From

 that point of view, the chapter w
ith the ghost is interpreted as an 

additional insertion after the m
ain storyline of the first and second halves 

had been created, in order to link the first and second halves of the storyline.
     Taken together, it can be seen that the “Takam

ura M
onogatari”  has a 

com
plex structure consisting of tw

o independent m
ain stories, a before and 

an after, a independent parallel stories w
ith separate progressions in the first 

half, and “ C
onnecting Bridge C

hapters”  connecting the first half and second 
halves.
     Such a com

plex structure as this tale is the first of its kind in the history 
of Japanese literature.
     Sim

ilar to this Takam
ura story, w

hich consists of a unique structure, i. e. 
two or m

ore independent story lines, a story that serves to link the two, and 
independent sub-stories that are separate and parallel in tim

e to those stories, 
are “The Tale of U

tsuho”  and “The Tale of G
enji” . T

hese works were established 
after the “Takam

ura M
onogatari” . T

herefore, it can be assum
ed that the 

“Takam
ura M

onogatari”  influenced the later w
orks “The Tale of U

tsuho”  and 
“The Tale of G

enji” , leading to the longer versions of these tales.

　

K
ey W

ords :   T
he Tale of Takam

ura , “ Independent Parallel Stories” , 
“ C

onnecting Bridge C
hapters” , Influence on “ Tale of G

enji” , 
Two-Part Structure
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